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＊本誌は再生紙を使用しています

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
と

秘
め
ら
れ
た
力

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
観
光
へ
の
期
待
が
高
ま

る
中
、
ネ
ッ
ト
配
信
の
普
及
な
ど
も
影
響
し

て
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
言
葉
自
体
は
、
２
０
０
４
（
平
成

16
）
年
制
定
「
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
造
、
保
護

及
び
活
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
内
の
コ

ン
テ
ン
ツ
の
定
義※
１

の
下
、
翌
年
に
国
土
交
通

省
・
経
済
産
業
省
・
文
化
庁
が
ま
と
め
た
調

査
報
告
書※
２

で
初
め
て
公
の
場
に
登
場
し
た
。

そ
こ
で
は
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
「
地

域
に
関
わ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
（
映
画
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
、
小
説
、
ま
ん
が
、
ゲ
ー
ム
な
ど
）

を
活
用
し
て
、
観
光
と
関
連
産
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
意
図
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
定

義
し
、
そ
の
根
幹
は
、
地
域
に
「
コ
ン
テ
ン

ツ
を
通
し
て
醸
成
さ
れ
た
（
中
略
）
物
語
性

を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
」
と

し
て
い
る
。
行
政
の
定
義
で
な
じ
み
づ
ら
い

た
め
、
私
は
も
う
少
し
分
か
り
や
す
く
、
コ

ン
テ
ン
ツ
を
「
人
間
の
創
作
物
と
し
て
の
メ

デ
ィ
ア
作
品
の
中
身
・
内
容
」
と
し
、
コ
ン

テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
「
作
品
の
ス
ト
ー

リ
ー
や
作
品
の
一
場
面
、
あ
る
い
は
登
場
す

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
動
機
や
資
源
と
な
っ
た

観
光
形
態
」
と
捉
え
て
い
る
。

そ
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
の
違
い
は
大
き
く
３
点
あ
る
。
１
点
目
は
、

創
作
物
で
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
知
的
財
産
で

あ
る
点
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
近
年
の
作
品
で
あ

れ
ば
著
作
権
が
発
生
し
、
観
光
に
活
用
す
る

場
合
は
そ
の
調
整
が
求
め
ら
れ
る
。
２
点
目

は
、
本
来
観
光
地
で
は
な
い
場
所
が
目
的
地

と
な
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い
地
域
資

源
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
作

品
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
に
多
く
の
フ
ァ
ン

が
押
し
寄
せ
、
フ
ァ
ン
と
地
域
と
の
間
に
軋

轢
が
生
じ
る
と
い
っ
た
恐
れ
も
あ
る
の
だ
。

３
点
目
は
、
そ
の
リ
ス
ク
の
半
面
、
フ
ァ
ン

は
好
き
な
作
品
世
界
に
関
わ
り
た
い
と
い
う

「
参
加
型
文
化
」
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
地
域

に
「
交
流
」
そ
し
て
「
共
感
」
と
い
う
価
値

が
生
ま
れ
や
す
い
点
だ
（
図
１
）。

つ
ま
り
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
、

作
品
の
世
界
に
共
感
し
て
、
フ
ァ
ン
同
士
や
、

フ
ァ
ン
と
地
域
住
民
が
つ
な
が
り
合
え
る
大

き
な
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

垣
根
を
越
え
た
交
流
で

新
た
な
地
域
文
化
を
創
出

先
駆
的
な
事
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
の

は
、
埼
玉
県
鷲わ

し

宮み
や

町
（
現
・
久
喜
市
）
の
例

だ
。
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
Ｔ
Ｖ
ア
ニ

メ
『
ら
き
☆
す
た
』
が
放
映
さ
れ
、
作
品
の

舞
台
と
な
っ
た
鷲わ
し
の
み
や宮
神
社
（
作
品
内
で
は
鷹

宮
神
社
）
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
よ
う

-

視 

点-
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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。
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し
い
か
否
か
を
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、

難
し
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
関
与
せ
ず
静

か
に
見
守
る
の
が
賢
明
で
あ
ろ
う
。
自
治
体

の
動
き
と
は
関
係
な
く
、
フ
ァ
ン
は
聖
地
を

訪
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
っ
て
も
、

製
作
者
や
権
利
者
は
民
間
事
業
者
で
、
あ
く

ま
で
目
的
は
地
域
振
興
で
は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス

で
あ
る
た
め
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
振

興
に
お
い
て
は
、
地
元
の
商
工
会
や
旅
館
組

合
、
観
光
事
業
者
な
ど
を
主
役
と
し
、
民
間

事
業
者
同
士
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
渉
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
双
方
に
利
益
を
も
た
ら
す
仕

組
み
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。
自
治
体
は
そ
の
た

め
の
調
整
役
に
徹
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た

自
治
体
担
当
者
は
定
期
的
に
異
動
す
る
た
め
、

長
く
続
く
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
例
は
、

地
域
の
民
間
事
業
者
が
主
体
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。

日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
強
み
と

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
目
指
す
姿

ア
ニ
メ
や
映
画
等
、
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ

は
国
内
の
若
い
世
代
や
外
国
人
に
も
物
語
の

面
白
さ
が
伝
わ
り
や
す
く
、
人
気
が
高
い
。

民
族
や
言
語
、
文
化
、
宗
教
な
ど
を
超
え
て

共
感
で
き
る
作
品
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
の
大
き
な
資
源
と
な
り
得
る
。
日
本

の
強
み
は
、
そ
の
核
で
あ
る
物
語
創
作
側
の

映
画
、
ア
ニ
メ
な
ど
に
登
場
す
る
舞
台
が
多

数
存
在
す
る
貴
重
な
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
平
家
物
語
』
な

ど
も
誰
も
が
知
る
代
表
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で

あ
り
、
そ
の
舞
台
は
中
国
地
域
に
広
く
ま
た

が
る
。
例
え
ば
『
平
家
物
語
』
は
、
作
家
の

古
川
日
出
男
氏
が
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年

に
現
代
語
訳
し
た
著
書
を
基
に
人
気
声
優
陣

と
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
よ
り
ア
ニ
メ
化
さ
れ
、

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
に
テ
レ
ビ
放
映
さ

れ
た
。
古
い
作
品
で
あ
っ
て
も
、
こ
う
し
た

メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
等
で
リ
バ
イ
バ
ル
さ
れ

れ
ば
時
代
を
超
え
て
語
り
継
が
れ
、
注
目
を

集
め
る
。
そ
う
し
た
作
品
も
含
め
非
常
に
分

厚
い
集
積
が
あ
り
、
ま
さ
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の

宝
庫
と
い
え
よ
う
。

推
進
に
向
け
、

自
治
体
や
地
域
側
に
で
き
る
こ
と

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
向
け
た

自
治
体
や
地
域
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
①

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
ロ
ケ

誘
致
、
②
そ
の
地
域
が
舞
台
で
あ
る
既
存
作

品
の
活
用
、
③
自
治
体
予
算
に
よ
る
地
域
作

品
の
製
作
、
の
大
き
く
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
取
り
組
む
自
治
体
は
少

な
く
な
い
が
、
製
作
者
側
に
作
品
イ
メ
ー
ジ

と
決
定
権
が
あ
る
の
で
、
誘
致
の
成
果
を
上

げ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

に
な
っ
た
。
鷲
宮
町
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
伝

統
行
事
、
グ
ッ
ズ
開
発
な
ど
を
フ
ァ
ン
と
地

域
住
民
が
協
働
で
行
う
な
ど
し
て
地
域
を
盛

り
上
げ
る
動
き
に
発
展
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
フ
ァ
ン
の
間
で
は
作
品
の
舞
台

や
作
者
の
故
郷
を
「
聖
地
」、
そ
の
地
を
訪
れ

る
こ
と
を
「
聖
地
巡
礼
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
一
般

化
し
た
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
が
転
換
点
と

な
り
、
全
国
の
観
光
地
が
打
撃
を
受
け
る
中
で
、

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
フ
ァ
ン
が
地
域
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
動

き
が
活
発
化
す
る
。
一
方
製
作
側
に
も
、
徐
々

に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
地
域
と
良
好
な
関

係
を
築
き
つ
つ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
作

法
が
定
着
し
て
い
っ
た
（
図
２
）。

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
放
映
の
Ｔ
Ｖ
ア

ニ
メ
『
花
咲
く
い
ろ
は
』
の
舞
台
、
石
川
県

金
沢
市
の
湯ゆ

涌わ
く

温
泉
（
作
品
内
で
は
湯
乃
鷺

温
泉
）
で
は
、
地
元
の
温
泉
観
光
協
会
と
ア

ニ
メ
製
作
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
ア
ニ

メ
に
登
場
し
た
架
空
の
「
ぼ
ん
ぼ
り
祭
り
」

を
、
実
際
に
「
湯
涌
ぼ
ん
ぼ
り
祭
り
」
と
し

て
放
送
年
に
開
催
し
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
集

め
た
。
祭
り
は
そ
の
後
、
地
域
の
行
事
と
し

て
定
着
し
現
在
に
至
る
。
こ
の
例
も
ま
た
、

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
き
っ
か
け
と
な

り
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
地
域
の
文
化
と
し
て

定
着
し
た
理
想
型
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

中
国
地
域
は
コ
ン
テ
ン
ツ
の
宝
庫

中
国
地
域
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

代
表
的
な
ま
ち
と
し
て
は
、
広
島
県
尾
道
市

が
挙
げ
ら
れ
る
。
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年

の
小
津
安
二
郎
監
督
の
名
作
『
東
京
物
語
』

や
１
９
８
０
年
代
の
大
林
宣
彦
監
督
の
尾
道

三
部
作（『
転
校
生
』『
時
を
か
け
る
少
女
』『
さ

び
し
ん
ぼ
う
』）
が
あ
り
、
尾
道
の
景
観
や
文

化
遺
産
と
映
画
で
描
か
れ
た
物
語
が
強
く
結

び
付
き
、
尾
道
の
魅
力
が
引
き
出
さ
れ
て
い

る
。
時
代
背
景
は
違
っ
て
も
作
品
に
共
感
で

き
る
部
分
が
あ
り
、
多
く
の
映
画
フ
ァ
ン
を

今
も
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
。

尾
道
だ
け
で
な
く
、
中
国
５
県
は
小
説
や

③
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
予
算
で
ア
ニ
メ

や
ド
ラ
マ
を
製
作
し
た
例
は
あ
る
が
、
公
共

予
算
で
作
品
を
つ
く
る
場
合
に
は
制
約
が
生

じ
、
せ
っ
か
く
製
作
し
て
も
面
白
み
に
欠
け

て
フ
ァ
ン
に
「
刺
さ
る
」
作
品
と
な
ら
な
い

こ
と
が
多
い
。
そ
ん
な
中
、
北
海
道
千
歳
市

で
は
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に
人
気
ア
ニ

メ
『
邪
神
ち
ゃ
ん
ド
ロ
ッ
プ
キ
ッ
ク
』
の
フ
ァ

ン
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
を
活
用
し
て
、同
ア
ニ
メ
の
新
作
「
千

歳
編
」
の
製
作
を
行
い
、
さ
ら
に
目
標
額
を

大
き
く
上
回
っ
た
超
過
分
の
寄
付
金
は
市
の

観
光
振
興
に
充
て
ら
れ
た
。
フ
ァ
ン
参
加
型

の
新
た
な
試
み
で
、
当
然
な
が
ら
フ
ァ
ン
の

期
待
を
裏
切
ら
な
い
内
容
と
な
っ
た
こ
の
作

品
は
大
き
な
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
②
に
つ
い
て
は
、
本
来
す
ぐ
に
で

き
る
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
実
施
し
て
い
る
自

治
体
は
意
外
に
も
少
な
い
。
文
学
か
ら
映
画

や
ア
ニ
メ
ま
で
新
旧
幅
広
く
存
在
す
る
そ
の

地
域
に
関
わ
る
作
品
を
、
く
ま
な
く
把
握
し
て

リ
ス
ト
化
し
、
そ
れ
ら
作
品
を
自
然
・
農
業
・

歴
史
・
文
化
遺
産
と
同
レ
ベ
ル
の
地
域
の
文

化
資
源
と
捉
え
て
整
理
し
た
上
で
、
ど
う
地

域
振
興
や
観
光
振
興
に
結
び
付
け
て
い
け
る

の
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
過
去

の
作
品
で
あ
れ
今
は
ネ
ッ
ト
で
視
聴
で
き
る

も
の
も
多
く
、
リ
ス
ト
を
公
表
す
る
だ
け
で

そ
の
作
品
を
見
る
人
も
増
え
る
は
ず
な
の
で
、

こ
の
リ
ス
ト
化
の
作
業
を
積
極
的
に
取
り
組

む
自
治
体
が
増
え
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

自
治
体
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
だ
け
で
消
費
し
て
き
た
作
品
を
、
観
光

資
源
と
し
て
公
に
認
め
地
域
住
民
の
暮
ら
し

の
質
の
向
上
に
還
元
す
る
行
為
で
あ
る
。
自

治
体
は
こ
の
前
提
に
立
っ
て
、
そ
の
作
品
が

果
た
し
て
行
政
が
実
施
す
る
事
業
に
ふ
さ
わ

層
の
厚
さ
と
蓄
積
、
ま
た
江
戸
期
か
ら
続
い

て
き
た
、
作
品
を
娯
楽
と
し
て
楽
し
む
庶
民

文
化
の
定
着
に
あ
る
。
今
後
も
ク
リ
エ
イ

タ
ー
が
日
本
の
良
さ
を
伝
え
る
作
品
を
生
み

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
も
ま
た
、
今
あ
る

重
要
な
課
題
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

今
後
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
地

域
振
興
を
図
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
の
作

品
と
、
ル
ー
ツ
と
な
る
地
域
の
暮
ら
し
や
遺
産
、

産
業
と
い
っ
た
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
い
か
に
結
び
付

け
る
か
だ
。
作
品
に
興
味
を
持
っ
た
人
た
ち
を

う
ま
く
そ
こ
へ
誘
導
で
き
れ
ば
、
コ
ン
テ
ン
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
さ
ら
に
広
が
り
を
み
せ
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
最
大
の
魅
力
は
、

地
域
に
つ
い
て
知
る
だ
け
で
な
く
、
作
品
を

共
通
言
語
と
し
て
、
世
代
や
国
境
を
こ
え
た

つ
な
が
り
と
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
て
信
頼
関
係
を
築
い
た
地
域
住
民
、

地
域
外
の
フ
ァ
ン
、
製
作
者
の
三
者
が
地
域

の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
共
に
支
え
る
シ
ス
テ
ム
の

構
築
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
目
指
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3  2021年のカンヌ映画祭で日本映画史上初の脚本賞他全4冠を受賞。
主に広島が舞台でロケ地巡りが人気だ

4  慰霊碑や原爆ドームも見える広島国際会議場の裏手にある広場での撮
影の様子

5  ごみ焼却場である広島市環境局中工場の吹き抜けのある通路は、平和
記念公園から海へと続く平和の軸線を建築で断ち切らないよう計画さ
れており、映画の中でも紹介された

1  2  2011年にアニメ『花咲くいろは』の劇中で描かれた祭りを金沢市湯涌温泉街が
再現してスタートした「湯涌ぼんぼり祭り」は2023年に11回目の開催を迎え
た。コロナ禍の2021年には10年間の軌跡をまとめた書籍が発行されている

※1 映画、音楽、演劇、文芸、写真、
漫画、アニメーション、コン
ピュータゲームその他の文字、
図形、色彩、音声、動作若しく
は映像若しくはこれらを組み
合わせたもの又はこれらに係
る情報を電子計算機を介して
提供するためのプログラム（中
略）であって、人間の創造的活
動により生み出されるものの
うち、教養又は娯楽の範囲に
属するものをいう。（第2条）

※2 「映像等コンテンツの制作・活
用による地域振興のあり方に
関する調査報告書」（2005年）

写真提供／ 4・5 広島フィルム・コミッション
©2021『ドライブ・マイ・カー』製作委員会

「ドライブ・マイ・カー　インターナショナル版」
Blu-ray＆DVD好評発売中

写真提供／ 1 湯涌温泉観光協会
2 『湯涌ぼんぼり祭り2011-2021～アニメ「花咲くいろは」と歩んだ10年～』
  （一般社団法人 地域発新力研究支援センター、2021年）3

4 5

1 2

物語で地域の魅力を再発見コンテンツツーリズム特集

図２　アニメコンテンツツーリズムの系譜

◯年次は作品の放送・上映の年
◯製作側が舞台のモデル地を公表していない場合を含む
 ＊ OVA…Original Video Animationの略

タ
イ
ア
ッ
プ

タ
イ
ア
ッ
プ

試
行
期

試
行
期

2000年代半ば　　「YouTube」「ニコニコ動画」等の配信サービス開始、
　　　　　　　　　iPhone 日本発売（誰でも情報発信が可能となる）

2007

「青山剛昌ふるさと館」オープン
　鳥取県北栄町

「名探偵コナン」作者の生まれ故郷であ
る北栄町が事業主体

「らき☆すた」
　埼玉県鷲宮町（現・久喜市）

後に地元商工会×製作者×ファンのコラ
ボレーションモデルを確立

タ
イ
ア
ッ
プ
方
式

タ
イ
ア
ッ
プ
方
式

確
立
期

確
立
期

2009 「戦国BASARA」
　宮城県仙台市、 白石市

地場産業×製作者のコラボレーション方
式を確立しアニメキャラクタービジネス
を地域展開

2010 OVA＊「たまゆら」
　広島県竹原市

地域事業者×製作者のタイアップを長期
展開

2011年　　東日本大震災（地域貢献意識が高まる）

地
域
重
視
・
多
角
展
開
期
（
地
域
事
情
を
配
慮
し
た
タ
イ
ア
ッ
プ
へ
）

地
域
重
視
・
多
角
展
開
期
（
地
域
事
情
を
配
慮
し
た
タ
イ
ア
ッ
プ
へ
）

2012 「ガールズ＆パンツァー」
　茨城県大洗町

地域と製作スタッフの良好な交流がその
後の聖地の継続につながった好例

2013

「Free!」
　鳥取県岩美町 女性ファンによる聖地巡礼ブームを起こす

「恋旅～True Tours Nanto」
　富山県南砺市

市が地元制作会社に委託した作品で、現
地を訪れると視聴できる仕組みが話題に

2016 「君の名は。」
　岐阜県飛驒市古川町ほか

世界的ヒットで聖地巡礼のインバウンド
需要を喚起。「聖地巡礼」が流行語となる

2017年　　一般社団法人アニメツーリズム協会が「訪れてみたい日本のアニメ聖地88」
　　　　 　の発表を開始（聖地巡礼の一般化）

2018 「ゆるキャン△」
　山梨県、静岡県、長野県各地

聖地巡礼がキャンプブームに結び付き、関
連したキャンプガイド本が多数刊行される

2019 「鬼滅の刃」
　福島県会津若松市ほか

幅広い年齢層に聖地巡礼を広げ、モデル
地以外にも作品イメージに似た場所が聖
地とされる

2020年　　新型コロナウイルス感染症の流行（移動制限や旅行の自粛が続く）

2020

「邪神ちゃんドロップキック’千歳編」
　北海道千歳市

自治体がふるさと納税を活用して地域ア
ニメを製作した全国初の事例

「進撃の巨人」The Final Season
　大分県日田市

日田市生まれの作者と市民有志が主体と
なりキャラクターの銅像を設置

2021 「シン・エヴァンゲリオン劇場版:||」
　山口県宇部市

監督の生まれ故郷を舞台モデルの一部と
した作品
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ロ
ケ
誘
致
件
数
を
拡
大
さ
せ
て
き
た

岡
山
県
Ｆ
Ｃ

岡
山
県
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
協
議
会

（
以
下
、
岡
山
県
Ｆ
Ｃ
）
は
、
地
域
活
性
化
を

目
的
に
Ｆ
Ｃ
事
業
が
県
の
重
点
事
業
と
な
っ

た
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
設
立
さ
れ
た
。

現
在
は
、
公
益
社
団
法
人
岡
山
県
観
光
連

盟
を
事
務
局
と
し
て
県
内
全
市
町
村
や
観
光

団
体
、
地
域
Ｆ
Ｃ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
窓

口
を
一
本
化
す
る
こ
と
で
そ
れ
ら
の
団
体
と

連
携
し
て
素
早
い
対
応
が
で
き
る
の
が
特
長

だ
。
ま
た
、
専
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

置
く
ほ
か
、
ロ
ケ
支
援
金
を
順
次
創
設
し
て

ロ
ケ
誘
致
を
後
押
し
し
て
き
た
。
県
内
各
地

で
普
段
か
ら
撮
影
協
力
を
呼
び
か
け
、
エ
キ

ス
ト
ラ
人
材
バ
ン
ク
に
は
５
９
０
０
人
以
上

（
２
０
２
３
年
９
月
現
在
）
が
登
録
す
る
な
ど

撮
影
へ
の
協
力
体
制
も
整
備
し
て
い
る
。

岡
山
県
Ｆ
Ｃ
で
は
こ
う
し
た
強
化
策
と
と

も
に
、
安
定
し
た
気
候
や
交
通
の
利
便
性
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
富
さ
、
住
民
や
企
業
が

協
力
的
な
こ
と
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ロ
ケ

を
誘
致
し
て
き
た
。
そ
の
効
果
は
顕
著
に
現

れ
て
お
り
、
２
０
０
５
年
度
か
ら
２
０
２
２

年
度
ま
で
で
５
０
０
件
近
く
の
ロ
ケ
実
績
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
２
０
１
８
年
度
以
降
は
、

コ
ロ
ナ
禍
を
含
む
に
も
か
か
わ
ら
ず
２
０
０

件
以
上
に
上
る
。

映画『とんび』撮影の様子。浅口市金光町大谷地区の商店街では撮影の１カ月以上前から通り全体を装飾し、まちを数日間封鎖してロケを実施した

映
画
『
８
年
越
し
の
花
嫁 

奇
跡
の
実
話
』

『
う
い
ら
ぶ
。』『
と
ん
び
』を
は
じ
め
、
２
０
２
３

（
令
和
５
）
年
に
は
オ
ー
ル
白
石
島
（
笠
岡
市
）

ロ
ケ
の
映
画
『
リ
ゾ
ー
ト
バ
イ
ト
』
が
公
開

さ
れ
、
映
画
『
ミ
ス
テ
リ
と
言
う
勿
れ
』
も

記
憶
に
新
し
い
。

ま
た
、
件
数
の
み
な
ら
ず
、
新
た
な
ロ
ケ

地
発
掘
や
撮
影
を
通
じ
た
ま
ち
お
こ
し
な
ど

の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
優
れ
た
Ｆ

Ｃ
活
動
に
送
ら
れ
る
Ｊ
Ｆ
Ｃ
ア
ウ
ォ
ー
ド※
１

を

３
度
も
受
賞
し
、
さ
ら
に
、
２
０
２
３
年
に

は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
大
賞
グ
ラ
ン
プ

リ
に
岡
山
県
が
輝
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
実

績
の
裏
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め

る
妹せ
の
お尾
真
由
子
さ
ん
の
存
在
が
あ
る
。

「
で
き
な
い
と
言
わ
ず
に
で
き
る
こ
と
を
一
緒

に
考
え
る
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
無
理
難
題

と
思
え
る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
も
丁
寧
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
し
、
き
め
細
か
い
配
慮
や
提
案
力

で
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。

ロ
ケ
地
検
討
段
階
の
例
と
し
て
『
リ
ゾ
ー
ト

バ
イ
ト
』
の
下
見
で
は
、
白
石
島
で
の
滞
在
が

２
時
間
と
短
い
中
、
妹
尾
さ
ん
は
地
域
の
方
と

協
力
し
て
監
督
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
見
せ
た

い
場
所
を
効
率
よ
く
案
内
。
島
で
の
ロ
ケ
は
機

材
運
搬
や
宿
泊
施
設
確
保
な
ど
難
易
度
が
高
い

が
、
下
見
で
監
督
が
気
に
入
っ
た
こ
と
で
白
石

島
で
の
オ
ー
ル
ロ
ケ
が
決
定
し
た
と
い
う
。

撮
影
が
決
ま
っ
て
か
ら
も
、
宿
泊
や
ケ
ー

タ
リ
ン
グ
な
ど
撮
影
隊
の
生
活
環
境
を
整
え

る
以
外
に
、
多
く
の
車
両
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
や
公
的
な
許
可
申
請
、
地
域
住
民
と

の
調
整
ま
で
、
ロ
ケ
支
援
は
多
岐
に
わ
た
る
。

大
き
な
道
路
の
封
鎖
に
は
路
線
バ
ス
と
の
時

間
調
整
な
ど
も
伴
う
。
妹
尾
さ
ん
は
こ
れ
ら

の
業
務
を
専
任
で
長
年
続
け
て
お
り
、
地
域

の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
、
制
作
会
社
や

地
域
の
人
々
と
の
信
頼
関
係
の
積
み
重
ね
が

あ
る
の
も
強
み
だ
。
連
携
す
る
行
政
の
観
光

課
で
は
担
当
者
が
数
年
で
変
わ
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
同
じ
水
準
を
維
持
で
き
る
よ
う
気

を
つ
け
て
調
整
を
行
う
。
そ
れ
ら
の
経
験
を

生
か
し
困
難
な
ロ
ケ
に
も
臆
せ
ず
対
応
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
撮
影
環
境
に
関
し
て
良

い
話
も
悪
い
話
も
広
ま
り
や
す
い
業
界
の
中

で
、「
楽
し
く
満
足
の
い
く
撮
影
が
で
き
た
」

「
難
し
い
撮
影
も
頼
み
や
す
い
」
と
評
判
も

上
々
で
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
と
い
う
。

地
域
の
協
力
が
不
可
欠

岡
山
県
Ｆ
Ｃ
で
は
製
作
者
が
満
足
で
き
る

撮
影
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
心
掛
け
つ
つ

も
、
地
域
第
一
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。

「
ロ
ケ
が
地
域
に
負
担
を
か
け
る
の
も
事
実

で
あ
り
、
で
き
な
い
こ
と
は
ハ
ッ
キ
リ
と
製

作
側
に
伝
え
て
、
約
束
事
を
守
っ
て
い
た
だ

く
の
も
私
の
仕
事
」
と
妹
尾
さ
ん
。

前
述
の
『
リ
ゾ
ー
ト
バ
イ
ト
』
は
ホ
ラ
ー

映
画
で
あ
っ
た
た
め
に
、
白
石
島
住
民
か
ら

は
そ
の
後
の
影
響
を
考
え
て
受
け
入
れ
を
心

配
す
る
声
も
上
が
っ
た
が
、
事
前
説
明
会
で

「
入
り
口
は
ホ
ラ
ー
で
あ
っ
て
も
、
白
石
島

の
魅
力
を
し
っ
か
り
伝
え
る
」
こ
と
を
約
束
。

結
果
、
住
民
も
協
力
的
で
楽
し
く
撮
影
で
き

た
た
め
、
キ
ャ
ス
ト
を
含
め
た
製
作
側
か
ら

も
白
石
島
の
良
さ
が
発
信
さ
れ
、
フ
ァ
ン
に

注
目
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
実
績
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
自

分
の
施
設
も
ロ
ケ
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

申
し
出
や
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
を
心
待
ち
に
す

る
人
が
増
え
る
な
ど
、「
住
民
、
企
業
が
協

力
的
な
こ
と
」
も
ロ
ケ
誘
致
の
武
器
と
な
る

好
循
環
を
生
み
出
し
て
き
た
。

一
過
性
で
は
な
い

岡
山
フ
ァ
ン
の
醸
成
を
目
指
す

「
ロ
ケ
誘
致
は
あ
く
ま
で
も
岡
山
の
魅
力
を

伝
え
る
き
っ
か
け
の
一
つ
で
、
地
域
活
性
化

の
通
過
点
で
す
。
目
標
は
作
品
を
通
し
て
岡

山
を
知
っ
た
方
に
実
際
に
現
地
に
来
て
そ
の

魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ン
を
増
や

す
こ
と
で
す
」
と
妹
尾
さ
ん
。
撮
影
時
か
ら

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
手
段
を
考

え
て
手
を
尽
く
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
撮
影
隊
に
提
供
す
る
炊
き
出
し

も
そ
の
一
つ
だ
。
地
域
側
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
認
識
し
て
特
産
品
を
振
る
舞
い
、

撮
影
隊
と
交
流
す
る
。
美
咲
町
の
卵
か
け
ご

ロケ誘致で地域の魅力を発信し、
地域活性化やまちおこしを実現
岡山県フィルムコミッション協議会《岡山県》

岡山県へのロケ誘致やロケ支援、
またそれらの作品を活用したシティプロモーションなどを行う
岡山県フィルムコミッション協議会では、近年多くのロケ誘致を成功させており、
撮影を通じた観光振興や地域活性化に重要な役割を果たしている。 文／川西 由香理

1  映画『劇場版 推しが武道館行ってくれたら死ぬ』
で登場する表町商店街（上之町）のロケハン

2  同商店街での「七夕まつり」撮影時には地域住民
がエキストラとして参加した

3  4  全編白石島で撮影された『リゾートバイト』は、
地元の協力もありホラー映画ながら楽しくロケが
進行した

5  地域住民の理解が得られるよう、ロケ受け入れに
関する説明会は必要に応じて開催する

1

2

3

4

5

©2022「とんび」製作委員会

※1 JFCアウォード…全国150のFCなどが加盟するNPO法人ジャパン・フィルムコミッション主催の表彰

物語で地域の魅力を再発見コンテンツツーリズム特集
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は
ん
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
こ
で
使
っ
た

専
用
醤
油
が
撮
影
隊
全
員
の
お
土
産
に
選
ば

れ
た
。
ま
た
同
様
に
、
総
社
市
の
「
そ
う
じ
ゃ

小
学
校
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
」
と
「
そ
う
じ
ゃ
消

防
署
カ
レ
ー
」
が
紹
介
さ
れ
た
際
に
は
、
出

演
者
の
フ
ァ
ン
が
カ
レ
ー
を
多
数
購
入
し
て

大
幅
に
売
り
上
げ
が
増
加
し
た
と
い
う
。
こ

う
し
た
２
次
、
３
次
に
つ
な
が
る
撮
影
以
外

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
手
掛
け
て
い
る
。

ま
た
、
作
品
の
公
開
後
に
行
う
、
聖
地
巡
礼

マ
ッ
プ
作
成
や
パ
ネ
ル
展
開
催
、
ロ
ケ
地
公
開

な
ど
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
観
光
連
盟
の

強
み
を
生
か
し
、
観
光
客
が
多
角
的
に
楽
し
め

る
情
報
や
提
案
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

「
作
品
を
通
し
て
岡
山
を
知
っ
て
も
ら
え
て

も
、
実
際
に
来
た
と
き
に
魅
力
を
感
じ
な
け

れ
ば
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
り
ま
す
。
例
え

ば
聖
地
巡
礼
マ
ッ
プ
で
は
ロ
ケ
地
情
報
だ
け

で
な
く
、
そ
の
地
域
の
説
明
や
地
元
グ
ル
メ

な
ど
も
紹
介
し
、
周
遊
を
促
し
て
新
た
な
魅

力
が
発
見
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
」

さ
ら
に
、
撮
影
時
に
岡
山
を
訪
れ
た
キ
ャ

ス
ト
の
手
形
と
サ
イ
ン
を
、
備
前
焼
の
陶
板

に
残
す
活
動
も
始
め
、
映
画
の
ま
ち
「
ハ
レ

ウ
ッ
ド※
２

」
と
し
て
新
た
な
観
光
資
源
の
創
出

に
も
取
り
組
む
。

地
域
の
魅
力
再
発
見
と

地
元
愛
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る

撮
影
誘
致
が
地
域
に
も
た
ら
す
も
の
は
他

に
も
あ
る
と
妹
尾
さ
ん
は
語
る
。

「
撮
影
は
あ
る
意
味
お
祭
り
の
よ
う
な
も
の
な

の
で
、
地
元
の
方
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
。
生
活
す
る
場
所
で
の
撮
影
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
の
再
発
見
や
地

元
愛
の
醸
成
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

そ
う
い
っ
た
思
い
か
ら
、
映
画
『
と
ん
び
』

で
は
地
域
に
呼
び
か
け
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し

て
地
元
住
民
が
２
０
０
人
以
上
参
加
し
た
。

さ
ら
に
、
約
１
カ
月
か
け
て
通
り
の
美
術

装
飾
を
行
っ
た
浅
口
市
金
光
町
大
谷
地
区
で

は
、
変
わ
り
ゆ
く
姿
を
見
て
、
そ
こ
に
暮
ら

す
人
々
が
ま
ち
の
良
さ
を
再
認
識
し
た
。
さ

ら
に
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
、
岡
山
県

Ｆ
Ｃ
で
捻
出
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
費
で
、

ま
ち
並
み
を
バ
ッ
ク
に
し
た
舞
台
挨
拶
を
実

現
さ
せ
た
。
キ
ャ
ス
ト
が
撮
影
地
を
再
訪
し

た
映
画
公
開
イ
ベ
ン
ト
は
狙
い
通
り
大
き
な

Ｐ
Ｒ
効
果
を
生
み
、
公
開
前
に
は
ほ
と
ん
ど

見
か
け
な
か
っ
た
観
光
客
が
公
開
か
ら
５
カ

月
で
１
万
５
０
０
０
人
も
訪
れ
た
。
住
民
が

観
光
客
に
う
れ
し
そ
う
に
ま
ち
に
つ
い
て
語

り
、
お
隣
同
士
で
声
を
か
け
合
っ
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
ま
ち
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
た
。

「
私
も
こ
こ
ま
で
ま
ち
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
」
と
妹
尾
さ
ん
は
話
し
、
影
響

力
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
と
い
う
。

「
岡
山
ロ
ケ
で
は
日
本
の
原
風
景
や
古
い
ま

ち
並
み
を
よ
く
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
空
き
家

が
増
え
て
い
る
今
、
そ
う
い
っ
た
ま
ち
並

み
を
維
持
す
る
こ
と
は
地
域
に
と
っ
て
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
取
り

組
み
で
撮
影
地
と
な
っ
た
地
域
の
魅
力
が
伝

わ
っ
て
そ
の
ま
ち
が
活
性
化
し
、
そ
れ
が
ま

た
次
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。
今
後

も
岡
山
県
F
C
で
は
地
域
の
未
来
の
た
め
に

ロ
ケ
誘
致
活
動
を
続
け
る
。

作
者
の
出
身
地
で
展
開
す
る

コ
ナ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

北
栄
町
は
マ
ン
ガ
『
名
探
偵
コ
ナ
ン
』（
小

学
館
「
週
刊
少
年
サ
ン
デ
ー
」
連
載
中
）
の

作
者
、
青
山
剛
昌
氏
の
出
身
地※

で
あ
り
、「
名

探
偵
コ
ナ
ン
に
会
え
る
ま
ち
」
と
し
て
、
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
コ
ナ
ン
駅
（
Ｊ
Ｒ

由
良
駅
）
か
ら
、マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
青

山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
」（
以
下
、
ふ
る
さ
と
館
）

ま
で
の
約
１・
４
㎞
に
わ
た
る
「
コ
ナ
ン
通

り
」
に
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ブ
ロ
ン
ズ
像

や
カ
ラ
ー
オ
ブ
ジ
ェ
、
石
製
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

な
ど
が
並
ぶ
。
休
日
と
も
な
れ
ば
ふ
る
さ
と

館
は
多
く
の
来
館
者
で
あ
ふ
れ
、
ま
ち
歩
き

を
楽
し
み
な
が
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
記
念

撮
影
を
す
る
観
光
客
の
姿
を
随
所
で
見
か

け
る
。

コ
ナ
ン
を
活
用
し
た
観
光
振
興
は
合
併

前
の
大
栄
町
の
と
き
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
に
地
元
商
工
会

が
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
コ
ナ
ン
の
里

構
想
」
を
町
に
提
言
し
、「
第
10
回
す
い

か
な
が
い
も
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
に
コ
ナ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し

た
こ
と
に
始
ま
る
。
１
９
９
９
（
平
成
11
）

年
に
は
ま
ち
の
中
心
を
流
れ
る
由ゆ

良ら

川
に

「
コ
ナ
ン
大
橋
」
が
架
か
り
、
欄
干
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
や
ブ
ロ
ン
ズ
パ
ネ
ル
が
お
披
露

世界中で人気のコナンの聖地として
まちの魅力を育む

鳥取県中部に位置する北栄町は、日本海に面した人口1万4000人ほどの小さな町だが、
国内外から年間10万人以上の観光客を集めている。その目当ては『名探偵コナン』だ。
北栄町では25年以上前からこの人気マンガを地域資源とし、
地域にもファンにも愛されるまちづくりを進めている。

鳥取県北栄町

人気マンガ『名探偵コナン』の作者・青山剛昌氏のふるさとである北栄町では、至る所でコナンに出会える。左側はコナン駅の駅前、
右側はコナンの家 米花商店街「Conan’s Kitchen」店内とその一角の撮影スポット 写真提供／北栄町（左）、北栄町商工会（右）

文／倉恒 弘美

※ 旧大栄町由良宿出身

話題となった地域グルメ
ロケ地の炊き出しなどで提供さ
れる地域グルメは、キャストな
どのSNSで紹介され注目され
る。映画『名もなき世界のエン
ドロール』では総社市で提供さ
れた「そうじゃ消防署カレー」と

「そうじゃ小学校ライスカレー」
が話題となった

岡山県フィルムコミッション協議会
公益社団法人岡山県観光連盟内
☎086-201-0245
https://www.okayama-kanko.jp/fc/

※2 ハレウッド…「晴れの国おかやま」の「晴れ（ハレ）」と映画の都「ハリウッド」を合わせた造語

第13回ロケーションジャパン大賞グラ
ンプリ受賞時。左から映画『とんび』の
天馬少京プロデューサー、岡山県伊原
木隆太知事。右の妹尾さんが手にして
いるのは『とんび』ロケで岡山を訪れた
阿部寛さんの備前焼手形

6

7

8

6  岡山県出身の重松清氏原作の映画『とんび』。高度経済成長に活気づく昭和のまちを舞台
に、妻を亡くした父親ヤスがさまざまな困難を乗り越え男手一つで息子アキラを育てる
ストーリー。公開御礼会見は撮影地の商店街で開かれ、地元の人々が拍手で監督とキャ
ストを迎えた

7  アキラの高校時代のシーンにエキストラとして参加した地元高校野球部員
8  橋の上でのシーンを水上から撮影。ボートは近所の住民に交渉して借りたもの
©2022「とんび」製作委員会

写真提供／総社市写真提供／総社市

写真提供／岡山県フィルムコミッション協議会
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アプリで楽しむまち歩きアプリで楽しむまち歩きアプリで楽しむまち歩きアプリで楽しむまち歩き

目
。
コ
ナ
ン
通
り
の
整
備
も
進
み
、
オ
ブ

ジ
ェ
の
ほ
か
、
案
内
板
や
街
路
灯
、
コ
ナ

ン
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル
も
設
置
さ
れ

た
。
そ
し
て
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
に

隣
町
の
北
条
町
と
合
併
し
て
北
栄
町
が
誕

生
し
、
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
そ
の

観
光
拠
点
と
な
る
ふ
る
さ
と
館
が
開
館
、

県
内
有
数
の
観
光
地
へ
と
成
長
し
て
い
っ

た
。

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は

「
国
際
ま
ん
が
博
」

「
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
、
２
０
１
２
（
平

成
24
）
年
に
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
た
『
国
際

ま
ん
が
博
』
で
し
た
。
翌
年
か
ら
コ
ナ
ン
駅

と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
Ｊ
Ｒ
由
良
駅
の
装

飾
や
コ
ナ
ン
の
巨
大
迷
路
イ
ベ
ン
ト
が
県
の

事
業
と
し
て
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
館
を
中
心

と
し
た
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
」
と
北
栄
町
観
光
交
流
課
の
隅
淳
子

さ
ん
は
話
す
。

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
に
は
、
北
栄
町

商
工
会
が
コ
ナ
ン
通
り
に
面
す
る
「
出
会
い

の
広
場
」
内
に
複
合
施
設
「
コ
ナ
ン
の
家 

米べ
い

花か

商
店
街
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
作
品
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
飲
食
メ
ニ
ュ
ー

や
グ
ッ
ズ
購
入
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
開
始
当
初
か
ら
気
を
つ
け

て
き
た
の
は
版
権
元
の
許
諾
だ
。
北
栄
町
に

お
け
る
コ
ナ
ン
に
関
す
る
企
画
の
情
報
共
有

や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
許
可
申
請
な
ど
に

つ
い
て
定
期
的
に
監
修
協
議
を
行
い
、
版
権

元
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
青
山
氏

自
身
が
地
元
北
栄
町
の
地
域
振
興
に
協
力
的

な
姿
勢
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
理
解
は
得
や

す
い
と
い
う
。

「
北
栄
町
で
扱
う
グ
ッ
ズ
や
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
描
か
れ
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
全
て
原
画
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
使
用
で
き
る
の
は
世
界
で
唯
一
、

北
栄
町
だ
け
。
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
」
と
隅
さ
ん
は
語
る
。

ま
た
、
地
元
小
学
校
で
は
３
年
生
の
総
合

学
習
で
町
内
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
を

調
べ
て
コ
ナ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学

ん
で
発
表
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
コ

ナ
ン
通
り
の
清
掃
活
動
が
月
２
回
行
わ
れ
る

な
ど
、
町
民
の
理
解
と
協
力
も
あ
り
、
ま
ち

の
観
光
資
源
が
守
ら
れ
て
い
る
。

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
の

「
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
」

北
栄
町
を
訪
れ
た
人
が
ま
ず
目
指
す
の
は

ふ
る
さ
と
館
だ
ろ
う
。
元
は
「
大
栄
歴
史
文

化
学
習
館
」
と
い
う
町
の
歴
史
や
農
業
に
関

す
る
資
料
館
だ
っ
た
が
、
コ
ナ
ン
大
橋
が
完

成
し
た
１
９
９
９
年
と
、
北
栄
町
が
誕
生
し

た
２
０
０
５
年
に
行
っ
た
コ
ナ
ン
特
別
展
が

好
評
だ
っ
た
た
め
、
２
０
０
７
年
に
展
示
内

容
を
充
実
さ
せ
て
「
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
以

来
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
だ
。

館
内
は
、
ま
ず
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
た
ち
が
出
迎
え
、
青
山
氏
の
生
い
立

ち
の
紹
介
に
始
ま
る
。
そ
の
先
に
は
こ
れ
ま

で
の
作
品
が
並
び
、
再
現
さ
れ
た
仕
事
部
屋
、

作
品
に
登
場
す
る
発
明
品
や
ト
リ
ッ
ク
の
体

感
コ
ー
ナ
ー
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
を
活
用
し
た
展
示
な
ど
が
あ
り
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
青
山
剛
昌
ワ
ー
ル
ド
を

堪
能
で
き
る
。

「
ふ
る
さ
と
館
は
、
名
探
偵
コ
ナ
ン
な
ど
青

山
作
品
の
魅
力
や
、
青
山
先
生
自
身
の
気
さ

く
で
フ
ァ
ン
を
大
切
に
す
る
人
柄
を
知
っ
て

も
ら
う
施
設
で
す
」
と
話
す
の
は
同
館
主
事

の
内
間
凜り
ん

さ
ん
。
特
別
原
画
展
や
Ｇ
Ｗ
の
コ

ナ
ン
誕
生
日
イ
ベ
ン
ト
な
ど
職
員
た
ち
が
考

え
た
毎
月
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
に
多
く
の
来

館
者
が
集
ま
る
。
特
に
、
２
０
１
０
（
平
成

22
）
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
正
月
の
「
青

山
剛
昌
先
生
と
話
そ
う
D
A
Y
」
は
、
本
人

が
登
場
す
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
だ
。

「
マ
ン
ガ
だ
け
で
な
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ

と
ま
で
お
話
し
く
だ
さ
り
、
先
生
に
直
接

質
問
も
で
き
ま
す
。
お
忙
し
い
は
ず
な
の

に
、
フ
ァ
ン
や
故
郷
の
こ
と
を
本
当
に
大
事

に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
」
と
内
間
さ
ん
。

コ
ナ
ン
人
気
の
高
ま
り
や
、
取
り
組
み
の

甲
斐
も
あ
り
、
来
館
者
数
は
勢
い
よ
く
伸
び

て
い
る
。
２
０
１
５
年
度
に
10
万
人
を
超
え
、

２
０
１
９
年
度
に
は
20
万
人
を
突
破
し
た
。

県
外
か
ら
の
観
光
客
が
中
心
で
コ
ロ
ナ
禍
は

落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
２
０
２
３
年
度
は
11

月
末
の
時
点
で
約
13
万
人
が
訪
れ
、
開
館
以

来
の
累
計
入
館
者
数
は
１
７
３
万
人
以
上
を

数
え
る
。

中
国
、
台
湾
、
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
圏
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
多
い
の
も
特
徴
で
、
コ
ロ

ナ
禍
前
は
年
間
２
万
人
近
く
が
来
館
し
て
い

た
。
海
外
向
け
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ
で
知
る
人
が
多
い
と

い
う
。
館
内
展
示
や
公
式
サ
イ
ト
は
英
語
・

中
国
語
・
韓
国
語
で
も
表
記
し
て
お
り
、
ま

ち
の
案
内
板
や
観
光
マ
ッ
プ
も
多
言
語
対
応

だ
。
現
在
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
回
復
傾
向
に

あ
り
、
米
子
空
港
と
ソ
ウ
ル
を
結
ぶ
定
期
便

も
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
10
月
に
４
年
ぶ

り
に
運
航
を
再
開
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

新
施
設
開
館
で
期
待
さ
れ
る
今
後

魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
人
気
の
ふ
る
さ

と
館
だ
が
、
特
に
ハ
ー
ド
面
で
の
課
題
を
抱

え
て
お
り
、
施
設
が
手
狭
で
貴
重
な
原
画
な

ど
の
展
示
・
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
、
老

朽
化
も
進
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
、
北
栄
町
観
光
協
会
や
地
域
団

体
が
町
へ
提
言
を
行
い
、
２
０
２
７
年
の
移

転
新
築
を
目
指
し
て
い
る
。
新
施
設
は
米
花

商
店
街
が
あ
る
「
出
会
い
の
広
場
」
内
に
建

設
さ
れ
、
延
べ
床
面
積
は
３
０
０
０
㎡
と
現

在
の
３
倍
以
上
の
広
さ
と
な
り
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
も
対
応
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
リ
ピ
ー

タ
ー
も
含
め
た
集
客
が
見
込
め
、
町
で
は

「
名
探
偵
コ
ナ
ン
に
会
え
る
ま
ち
」
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
充
実
さ
せ
て
、
町
民
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
フ
ァ
ン
や
観
光
客
に
愛
さ
れ
る
施
設

と
し
て
、
開
館
か
ら
５
年
間
で
総
来
館
者
数

1
0
0
万
人
突
破
を
目
指
す
と
い
う
。

「
開
館
に
向
け
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
の
不

足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
客
が
町
に

滞
留
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
こ
れ
を
機
に
、

地
域
と
協
力
し
滞
在
型
観
光
の
実
現
に
も
取

り
組
ん
で
、
北
栄
町
を
丸
ご
と
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
隅

さ
ん
。
北
栄
町
で
は
、
県
と
観
光
団
体
と
協

働
・
連
携
し
て
国
内
外
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
行
い
、
コ
ナ
ン
と
併
せ
て
、
農
産
物・

文
化
・
歴
史
・
文
化
財
な
ど
北
栄
町
が
有
す

る
文
化
観
光
資
源
を
活
用
・
発
信
す
る
こ
と

で
ま
ち
全
体
の
に
ぎ
わ
い
と
活
力
に
つ
な
げ

た
い
考
え
だ
。

地
域
住
民
も
フ
ァ
ン
も
、
今
後
迎
え
る
新

た
な
展
開
に
期
待
し
て
い
る
。

©青山剛昌／小学館

青山剛昌ふるさと館
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コ
ナ
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通
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キャラクター
シルエットの
トイレマーク
＊3

●Conan’s Kitchen
●喫茶ポアロ
●CONAN GELATO
●コナン百貨店
 ＊2

欄干や街灯など随所にコ
ナンがあしらわれる＊1

写真提供／＊1…北栄町、＊2…北栄町商工会、＊3…倉恒 弘美

コナン通りの主な設置物

マンホール＊1

石製モニュメント＊3

キャラクターオブジェ＊1

コナン通り周辺には江戸時代に栄えた宿コナン通り周辺には江戸時代に栄えた宿
場町や国史跡由良台場跡などがあり、ス場町や国史跡由良台場跡などがあり、ス
マートフォンのアプリなどを活用したまマートフォンのアプリなどを活用したま
ち歩きで観光客を誘導し、コナン以外のち歩きで観光客を誘導し、コナン以外の
まちの魅力も伝える工夫を行っているまちの魅力も伝える工夫を行っている

3  青山剛昌ふるさと館の入り口前には阿笠博士
の乗る黄色いビートルが停車

4  館内に再現された青山氏の仕事部屋
5  25の国や地域で出版されている『名探偵コナン』

コミックス。多言語に訳されたページが並ぶ

3 4

1

5

1  謎解きゆらまちウォーク（上記MAP ）
オブジェや看板などのポイントで謎を解いてス
タンプを集めると、限定待ち受け画像が手に入
る＊3

2  キャラフォトAR
コナン通りを中心に町内約30カ所にある石製モ
ニュメントをスキャンするとキャラクターが現
れ、コミックス表紙風の記念撮影が楽しめる＊32

コナン通り周辺 MAPコナン通り周辺 MAPコナン通り周辺 MAPコナン通り周辺 MAP

コナンの家 米花商店街

写真提供／青山剛昌ふるさと館

物語で地域の魅力を再発見コンテンツツーリズム特集

コナンラッピング
コナンラッピング

UDタクシー！
UDタクシー！

      ＊1

青山剛昌ふるさと館
＊＊33
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ド
ラ
マ
撮
影
が
紡
ぐ
福
澤
克
雄
監
督
と
の
縁

作
品
や
ロ
ケ
地
巡
り
を
通
じ
、
島
根
の
魅
力
を
発
信

2
0
2
3
（
令
和
5
）
年
7
月
か
ら
放
送
さ
れ
た
T
B
S
ド
ラ
マ
『
V
Iヴ
ィ
ヴ
ァ
ン

V
A
N
T
』
の
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
島
根
県
。
原
作
・
演
出
を
手
掛
け
た

福
澤
克
雄
監
督
は
、
約
20
年
前
に
撮
影
で
訪
れ
た
際
に
島
根
県
に
魅
了
さ
れ
、
数
々
の
作
品
を
こ
こ
で
撮
影
し
て
き
た
。
放
送
後
、
ロ
ケ
地
を
巡
る

ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
る
な
ど
、
島
根
県
で
は
作
品
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
人
の
動
き
が
生
ま
れ
て
い
る
。

豊
か
な
自
然
や
文
化
が

色
濃
く
残
る
島
根
県

神
話
ゆ
か
り
の
歴
史
的
名
所
や
希
少
な
自

然
景
観
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
風
景
が

残
る
島
根
県
は
、
数
多
く
の
作
品
の
舞
台
と

な
っ
て
き
た
。
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
放

送
の
産
科
医
療
ド
ラ
マ
『
コ
ウ
ノ
ド
リ
２
』

で
は
、
日
本
有
数
の
断
崖
で
あ
る
摩ま

天て
ん

崖が
い

や

赤
尾
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
西
ノ
島
町
）
な
ど
で

撮
影
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
２
１
（
令

和
３
）
年
に
公
開
さ
れ
た
ア
ニ
メ
映
画
『
神か
み

在あ
り

月づ
き

の
こ
ど
も
』
で
は
、
美
保
神
社
（
松

江
市
）
や
出
雲
大
社
、
稲
佐
の
浜
（
出
雲

市
）
な
ど
が
登
場
し
、
そ
れ
ら
の
場
所
が

映
画
の
中
で
ま
る
で
写
真
の
よ
う
な
精
緻

な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
。

同
県
で
は
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
、

島
根
県
と
公
益
社
団
法
人
島
根
県
観
光
連
盟

を
窓
口
と
し
、
県
内
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
お
よ
び
広
域
観
光
組
織
な
ど
で
構
成

す
る
島
根
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
（
以
下
、
島
根
F
C
）
を
設
立
。

市
町
村
や
観
光
協
会
な
ど
と
の
連
携
を
強
化

し
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
へ
の
対

応
や
ロ
ケ
誘
致
、
情
報
発
信
な
ど
を
一
元
的

に
行
え
る
よ
う
に
体
制
を
整
備
し
た
。

福
澤
克
雄
監
督
と
の
つ
な
が
り

島
根
県
に
魅
了
さ
れ
、
多
く
の
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
や
映
画
を
同
県
で
撮
影
し
て
い
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
株
式
会
社
Ｔ
Ｂ
Ｓ

テ
レ
ビ
の
福
澤
克
雄
監
督
だ
。
２
０
０
４

（
平
成
16
）
年
放
送
の
ド
ラ
マ
『
砂
の

器
』
の
制
作
時
に
島
根
県
を
訪
れ
た
と
こ

ろ
、
美
し
い
景
色
や
食
の
お
い
し
さ
、
も

て
な
し
て
く
れ
る
地
元
の
人
の
温
か
さ
に

惹
か
れ
た
と
い
う
。
以
来
、
映
画
『
私
は

貝
に
な
り
た
い
』（
２
０
０
８
年
）
や
ド

ラ
マ
『
L
E
A
D
E
R
S 

リ
ー
ダ
ー
ズ
』

（
２
０
１
４
年
）
な
ど
、
度
々
撮
影
で
訪
れ

て
い
る
。

２
０
２
３
年
放
送
の
堺
雅
人
さ
ん
主
演
の

ド
ラ
マ
『
V
I
V
A
N
T
』
で
は
、
島
根
県

庁
や
旧
大
谷
小
学
校
（
松
江
市
）、
出
雲
大
社
、

奥
出
雲
町
の
櫻
井
家
住
宅
、
大お
お

原ば
ら

新し
ん

田で
ん

付
近

な
ど
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
ド
ラ
マ
は
、

初
回
放
送
ま
で
ス
ト
ー
リ
ー
や
役
柄
を
一
切

明
か
さ
な
い
手
法
が
取
ら
れ
た
た
め
、
放
送

前
の
エ
キ
ス
ト
ラ
募
集
は
で
き
ず
、
島
根

F
C
の
関
係
者
の
み
で
撮
影
協
力
を
行
っ
た
。

「
県
庁
前
の
大
手
前
通
り
で
の
撮
影
で
は
、

警
察
や
警
備
会
社
、
バ
ス
会
社
、
タ
ク
シ
ー

会
社
な
ど
と
調
整
し
て
交
通
誘
導
し
な
が

ら
、
一
車
線
を
占
有
し
て
撮
影
が
行
わ
れ
ま

し
た
」
と
島
根
県
商
工
労
働
部
観
光
振
興
課

の
佐
藤
ひ
か
る
さ
ん
は
話
す
。

こ
の
県
庁
で
の
撮
影
時
に
、
島
根
F
C
か

ら
の
提
案
で
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
実
現
。

７
月
16
日
の
初
回
放
送
の
後
、
７
月
25
日
に

県
観
光
振
興
課
の
公
式YouTube

チ
ャ
ン

ネ
ル
で
公
開
さ
れ
た
映
像
で
は
、
福
澤
監
督
、

堺
さ
ん
、
阿
部
寛
さ
ん
の
３
人
が
、
県
庁
敷

地
内
の
広
場
で
国
宝
・
松
江
城
を
背
景
に
、

島
根
県
の
印
象
や
ロ
ケ
中
に
記
憶
に
残
っ
た

こ
と
、「
ご
縁
の
国
し
ま
ね
」
に
掛
け
て
ご

縁
を
感
じ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
語

り
合
っ
た
。
こ
の
動
画
の
再
生
回
数
は
60
万

回
を
超
え
て
お
り
、
こ
の
中
で
福
澤
監
督
は
、

「
日
本
を
代
表
す
る
役
者
の
皆
さ
ん
に
出
て

い
た
だ
き
、
世
界
に
向
け
て
投
げ
か
け
る
ド

ラ
マ
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

島
根
の
映
像
が
必
要
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い

る
。 島

根
県

文
／
城
市 

奈
那

映画『神在月のこども』×島根県 ロケ地MAP
美保神社や出雲大社、宍道湖など映画に登場する場所を
シーンごとに紹介。ARアプリ「舞台めぐり」を使って現地で
チェックインすると、作品の声優によるオリジナルボイスや
壁紙がプレゼントされる

ド
ラ
マ
終
了
後
、

ロ
ケ
地
巡
り
の
ツ
ア
ー
を
催
行

県
内
で
撮
影
さ
れ
た
全
て
の
シ
ー
ン

が
放
送
さ
れ
た
後
、
島
根
F
C
で
は
、

『
V
I
V
A
N
T
』
の
ロ
ケ
地
を
紹
介
す
る

特
設
サ
イ
ト
の
公
開
と
ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
の
配

布
な
ど
、
島
根
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
た
。
主
要
駅
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
で
配
布
し
た
マ
ッ
プ
は
好
評
で
、「
島
根

に
行
く
の
で
ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
が
欲
し
い
」
と

い
う
問
い
合
わ
せ
も
多
い
と
い
う
。

さ
ら
に
、
ド
ラ
マ
終
了
後
の
10
月
末
に
は
、

『
V
I
V
A
N
T
』
の
島
根
ロ
ケ
地
を
巡
る

ツ
ア
ー
が
大
手
旅
行
会
社
に
よ
り
企
画
・
催

行
さ
れ
た
。
２
泊
３
日
の
ツ
ア
ー
で
は
、
１

日
目
は
奥
出
雲
町
内
の
ロ
ケ
地
や
奥
出
雲
た

た
ら
と
刀
剣
館
等
を
訪
問
し
、
撮
影
ス
タ
ッ

フ
ら
が
宿
泊
し
た
奥
出
雲
町
の
玉
峰
山
荘
に

宿
泊
。
２
日
目
は
松
江
に
移
動
し
、
ロ
ケ
地

巡
り
を
し
な
が
ら
市
内
を
散
策
後
、
宍
道
湖

ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
り
、
３
日
目
は
出
雲
大
社

周
辺
を
観
光
す
る
と
い
う
行
程
だ
。
福
澤
監

督
や
出
演
俳
優
の
富と
み

栄さ
か
え

ド
ラ
ム
さ
ん
が
一
部

同
行
し
た
り
、
夕
食
時
に
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
な
ど
、
フ
ァ
ン
が
喜
ぶ
充
実
し
た
内

容
で
、
旅
行
代
金
は
高
額
だ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
当
日
は
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

「
島
根
F
C
も
、
ツ
ア
ー
の
相
談
に
乗
る
な

ど
現
地
の
側
か
ら
協
力
し
ま
し
た
」
と
佐
藤

さ
ん
は
話
す
。

こ
の
よ
う
に
作
品
と
連
動
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
観
光
施
策
が
行
え
る
期
間
は
限
ら
れ
て

い
る
が
、
放
送
・
上
映
か
ら
年
月
が
経
っ
た

後
で
も
フ
ァ
ン
が
ロ
ケ
地
を
訪
問
で
き
る
よ

う
、
島
根
F
C
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ロ
ケ

地
マ
ッ
プ
を
公
開
し
て
い
る
。
ロ
ケ
地
を
生

か
し
た
地
域
の
動
き
も
少
し
ず
つ
生
ま
れ
て

お
り
、
ロ
ケ
地
巡
り
を
き
っ
か
け
に
周
遊
を

促
す
よ
う
な
面
的
な
展
開
が
今
後
期
待
さ
れ

て
い
る
。

島根県商工労働部観光振興課の佐藤ひかる
さん

1  約140年の歴史を持つ木造校舎
「旧大谷小学校」での撮影で振る舞
われた出雲そば

2  奥出雲町の撮影では、地元商工会
女性部が携わり地元料理でもてな
した

3  島根県庁前での撮影時は、警察な
どと協力し交通誘導を行って撮影
に臨んだ

4  『コウノドリ２』が撮影された西ノ
島町の摩天崖

5  2023年10月29日、奥出雲町に
おいて糸原保町長を交え、福澤監
督と俳優の富栄ドラムさんによる
トークショー＆講演会が行われた

写真提供／
1・3 島根フィルムコミッションネットワーク事務局
2・5 奥出雲町
4 公益社団法人島根県観光連盟

1
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＊現在はサービスを終了

TBSドラマ『VIVANT』×島根県 ロケ地MAP
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「
面
白
そ
う
」

だ
か
ら
行
動
を
起
こ
す

健
康
志
向
や
食
の
安
全
性
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

の
関
心
が
高
ま
る
中
、
国
産
大
豆
を
使
っ
た
豆

腐
を
原
料
と
す
る
代
替
肉
「T

ト
ー
フ

OFU M

ミ
ー
ト

EA
T

」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
開
発
し
た
の
は
山
口
県

宇
部
市
の
株
式
会
社
ト
ー
フ
ミ
ー
ト
。
代
表
の

村
上
英
雄
社
長
は
、
も
と
も
と
食
品
製
造
と
は

無
縁
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
経
営
者
だ
っ
た
。

「
学
生
時
代
か
ら
、
35
歳
ま
で
に
何
か
で
起
業

し
た
い
と
考
え
て
は
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
な

プ
ラ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
と
の
出
会

い
で
次
第
に
定
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
」
と
話
す

笑
顔
が
、
誰
か
ら
も
声
を
か
け
ら
れ
や
す
い
気

さ
く
な
人
柄
を
物
語
る
。

村
上
社
長
は
大
学
卒
業
後
、
自
動
車
用
品
会

社
に
就
職
し
、
中
国
地
域
を
含
む
い
く
つ
か
の

店
舗
で
新
店
舗
立
ち
上
げ
の
店
長
を
務
め
た
。

そ
の
後
、
宇
部
市
の
自
動
車
販
売
会
社
に
役
員

と
し
て
転
職
。
仕
事
に
奮
闘
す
る
中
、
知
人
か

ら
倉
庫
と
駐
車
場
付
き
の
物
件
を
薦
め
ら
れ
た

の
を
機
に
、
独
立
を
決
意
し
た
。

そ
の
建
屋
は
、
起
業
時
か
ら
共
同
で
事
業
を

進
め
て
い
る
、
相
棒
の
中な
か

路み
ち

裕
文
さ
ん
（
現
・

専
務
取
締
役
）
と
２
人
で
使
う
に
は
広
す
ぎ
た

 prof i le

村上 英雄〈むらかみ・ひでお〉

1976年、広島県因島市（現・尾道市）生まれ。大学卒業後、自動車用
品会社に就職。その後、宇部市の自動車販売会社を経て、2014年に
シェアオフィスを経営する株式会社フェリーチェを創業。2016年に
豆腐製造業の有限会社兼氏食品から事業を承継。2019年、「TOFU 
MEAT」を開発し、株式会社トーフミートに社名変更。2021年「食べ
るJAPAN 美味アワード全国大会」準グランプリ、2023年「にっぽん
の宝物」世界大会 業界変革部門準グランプリ受賞。

文／村上 郁子　　写真撮影／渡辺 久徳

た
め
、
８
ブ
ー
ス
に
仕
切
っ
て
貸
し
出
す
こ
と

を
思
い
つ
き
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
株

式
会
社
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
を
創
業
し
て
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
の
経
営
を
始
め
た
。
当
時
の
山
口
県
で

は
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
は
珍
し
く
、
周
囲
か
ら
は

反
対
さ
れ
た
が
、
始
め
て
み
る
と
ブ
ー
ス
は
た

ち
ま
ち
埋
ま
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
ま
で
発
生

し
た
と
い
う
。

「
潜
在
需
要
を
把
握
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

こ
う
し
た
ら
面
白
そ
う
、
と
常
識
に
と
ら
わ
れ

ず
に
始
め
た
ら
、
成
功
し
た
ん
で
す
」

村
上
社
長
に
と
っ
て
、「
面
白
そ
う
」
が
常

に
行
動
を
起
こ
す
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た
。

老
舗
店
の
社
長
に
魅
せ
ら
れ
、

豆
腐
製
造
を
事
業
承
継

起
業
か
ら
２
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
山
口
県

の
職
員
か
ら
市
内
の
老
舗
豆
腐
製
造
会
社
で

あ
る
有
限
会
社
兼
氏
食
品
の
事
業
承
継
を
打

診
さ
れ
た
。
全
く
異
業
種
か
ら
の
誘
い
を
「
地

方
で
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
始
め
る
よ
う
な
変
わ

り
者
な
ら
引
き
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
思

わ
れ
た
の
だ
ろ
う
」
と
、
村
上
社
長
は
軽
く
受

け
止
め
た
。
か
つ
て
県
内
に
40
～
50
店
あ
っ
た

豆
腐
店
は
当
時
既
に
数
店
に
ま
で
激
減
し
て

い
た
。
兼
氏
食
品
も
ま
た
、
オ
ー
ナ
ー
の
兼か
ね

氏う
じ

佐す
け
憲の
り
社
長
が
高
齢
と
な
り
、
培
っ
て
き
た
製
法

や
機
械
を
誰
か
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
考
え
て

い
た
。
紹
介
を
受
け
早
速
工
場
を
訪
ね
る
と
、

兼
氏
社
長
は
開
口
一
番
、「
今
か
ら
豆
腐
屋
を

始
め
る
な
ん
て
、
や
め
て
お
け
」
と
言
い
放
つ

一
方
で
「
日
本
か
ら
豆
腐
が
な
く
な
る
こ
と

は
な
い
か
ら
、
生
き
残
れ
ば
勝
ち
だ
」
と
も

語
っ
た
。
最
後
に
「
よ
く
考
え
て
か
ら
返
事

を
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
村
上
社
長
は
そ
の
時
点

で
「
い
や
、
も
う
決
め
ま
し
た
、
や
り
ま
す
」

と
即
答
し
た
。「
面
白
そ
う
」
と
感
じ
た
か
ら

だ
。

「
儲
か
る
か
な
ど
は
一
切
考
え
ず
、
昭
和
一
桁

生
ま
れ
の
こ
の
人
か
ら
、
経
営
方
針
や
生
き
方

ま
で
も
教
わ
り
た
い
、
と
直
感
し
た
ん
で
す
」

技
術
伝
承
の
手
応
え
と

事
業
承
継
の
難
し
さ

契
約
を
結
び
、
必
要
な
機
械
と
製
造
ノ
ウ

ハ
ウ
を
買
い
取
る
と
、
銀
行
か
ら
の
借
入
金
は

底
を
つ
き
、
工
場
の
新
規
建
設
は
困
難
に
な
っ

た
。
親
し
く
な
っ
た
兼
氏
社
長
に
甘
え
半
分
で

打
ち
明
け
る
と
「
だ
っ
た
ら
自
分
で
つ
く
れ
。

　

教
え
る
か
ら
」
と
発は
っ

破ぱ

を
か
け
ら
れ
、
機
械
を

運
び
込
ん
だ
倉
庫
を
工
場
代
わ
り
に
豆
腐
製

造
修
業
が
始
ま
っ
た
。
兼
氏
社
長
は
連
日
、
手

取
り
足
取
り
指
導
し
て
く
れ
た
。

人
の
話
に
耳
を
傾
け
、
分
か
ら
な
い
こ
と

は
素
直
に
教
わ
る
。
そ
ん
な
村
上
社
長
に
は
、

誰
も
が
気
軽
に
話
を
持
ち
掛
け
、
足
り
な
い
部

分
を
助
け
た
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

「
後
か
ら
知
っ
た
の
で
す
が
、
兼
氏
食
品
の
製

法
は
遠
心
分
離
生
搾
り
製
法
と
呼
ば
れ
る
全

国
的
に
も
珍
し
く
難
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ

だ
け
に
出
来
上
が
っ
た
豆
腐
は
驚
く
べ
き
お

い
し
さ
で
し
た
」

中
路
さ
ん
と
２
人
で
悪
戦
苦
闘
す
る
こ
と

数
カ
月
、
や
っ
と
合
格
点
が
も
ら
え
た
。
国
産

大
豆
を
原
料
に
、
に
が
り
以
外
の
添
加
物
や
消

泡
剤
は
使
わ
な
い
と
い
う
兼
氏
食
品
の
こ
だ

わ
り
を
受
け
継
い
だ
豆
腐
の
完
成
だ
っ
た
。
早

速
販
売
に
乗
り
出
し
た
が
、
新
参
の
豆
腐
製
造

者
は
ど
こ
に
も
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
取
引
先
ま
で
は
受
け
継
い
で
い
な
い
の
で
当

然
で
す
。
全
く
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

ノ
ウ
ハ
ウ
や
設
備
だ
け
を
受
け
継
い
だ
事

業
承
継
な
ら
で
は
の
苦
労
だ
っ
た
。

世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
と
生
活
に

対
応
で
き
る
新
食
材
の
開
発

活
路
を
見
い
だ
す
べ
く
イ
ベ
ン
ト
出
展
を

重
ね
る
う
ち
に
、
転
機
が
訪
れ
た
。
博
多
で
開

催
さ
れ
た
九
州
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
フ
ェ
ス
で
、
実
行

委
員
長
の
村
畑
啓
子
氏
が
独
自
製
法
の
豆
腐

に
注
目
し
「
こ
れ
を
使
っ
て
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
食
品

を
つ
く
っ
て
み
て
は
？
」
と
提
案
し
て
く
れ
た

の
だ
。

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
と
は
、
肉
や
魚
な
ど
の
動
物

性
た
ん
ぱ
く
質
を
取
ら
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
志
向
す
る
人
を
意
味
す
る
が
、
ヴ
ィ
ー
ガ

ン
食
品
を
食
べ
る
の
は
彼
ら
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
添
加
物
を
極
力
使
わ
な
い
同
社
の
豆

腐
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
病
気
で

肉
を
控
え
て
い
る
人
な
ど
多
様
な
人
々
が
食

べ
ら
れ
る
健
康
的
な
新
食
材
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ソ
メ
や
み
り
ん

な
ど
動
物
性
や
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
物
質
を
使

わ
な
い
食
材
な
ら
、
宗
教
上
の
理
由
で
食
品
の

制
限
が
あ
る
人
に
と
っ
て
の
新
し
い
た
ん
ぱ

く
源
に
も
な
り
得
る
。
村
上
社
長
は
、
新
た
な

顧
客
を
開
拓
で
き
る
可
能
性
を
感
じ
、
村
畑
氏

の
助
言
を
受
け
な
が
ら
新
食
材
の
開
発
に
取

地域に生きる
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株式会社トーフミート　代表取締役

村上 英雄
（山口県宇部市）

　

老舗豆腐店から承継した
技術と魂で
新食材の「TOFU MEAT」を
開発し、世界市場を狙う

1

2

3

4 写真提供／株式会社トーフミート

1  兼氏社長（写真中央）から豆腐製造
について学んでいたときの村上社
長（同左）と中路専務（同右）

2  TOFU MEATは冷凍のまま使用
でき湯戻しも不要。味付き「オリ
ジナル」、甘さ控えめ「ノンシュ
ガー」、豆腐の味そのものの「プ
レーン」の３タイプがある

3  ひき肉の代わりにさまざまな料理
に利用できる

4  大豆臭が少なくお菓子づくりにも
最適（写真はタルト生地に使用）
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画
期
的
な
樹
脂
窓
や

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
で
市
場
を
開
拓

株
式
会
社
レ
ニ
ア
ス
は
、
建
設
機
械

に
使
わ
れ
る
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
（
Ｐ

Ｃ
）
樹
脂
製
の
窓
の
国
内
シ
ェ
ア
９
割
を

誇
る
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
だ
。
特
殊
な
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
施
し
た
同
社
の
Ｐ
Ｃ
樹
脂
窓

は
、
ガ
ラ
ス
と
同
等
の
透
明
度
な
が
ら
、

重
さ
は
半
分
で
、
衝
撃
に
対
す
る
強
さ
は

約
２
５
０
倍
に
も
上
る
。
建
機
を
は
じ
め
、

農
機
や
バ
ス
、
高
速
鉄
道
、
警
備
盾
な
ど

多
方
面
で
採
用
さ
れ
て
お
り
、
三
原
工
場

（
広
島
県
三
原
市
）
に
世
界
最
大
級
の
Ｐ
Ｃ

樹
脂
一
貫
生
産
ラ
イ
ン
を
完
備
し
、
他
社

に
は
生
産
で
き
な
い
大
型
の
窓
や
、
特
殊

な
デ
ザ
イ
ン
窓
に
も
対
応
し
て
い
る
。

同
様
に
主
力
商
品
と
な
っ
て
い
る
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ
製
品
は
、
大
手
バ
ス
メ
ー
カ
ー

の
窓
枠
な
ど
に
使
わ
れ
て
お
り
、
バ
ス
会

社
ご
と
に
異
な
る
サ
イ
ズ
や
仕
様
に
対
応

し
て
い
る
の
が
特
長
だ
。
バ
ス
メ
ー
カ
ー

か
ら
提
供
さ
れ
た
、
窓
を
設
け
て
い
な
い

状
態
の
車
体
の
設
計
デ
ー
タ
を
基
に
同
社

で
窓
部
分
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
設
計
し
て
強

度
計
算
し
た
上
で
、
小
山
工
場
（
栃
木
県

小
山
市
）
の
自
動
化
生
産
ラ
イ
ン
で
製
造

し
て
供
給
す
る
。
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
に
同
工
場
が
開
設
さ
れ
て
生
産
体
制
が

確
立
す
る
ま
で
、
バ
ス
メ
ー
カ
ー
は
窓
と

フ
レ
ー
ム
、
ガ
ラ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
メ
ー

カ
ー
か
ら
調
達
し
、
組
み
合
わ
せ
て
製
造

し
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
、
水
漏
れ
防
止

や
開
閉
操
作
と
い
っ
た
品
質
を
最
終
製
造

者
で
あ
る
バ
ス
メ
ー
カ
ー
が
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
作
業
や
コ
ス
ト
の
負
担
が

大
き
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
課
題
を
同
社

が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
し
て
市
場
を
切

り
拓
い
た
。

経
営
理
念
は
「
小
さ
な
一
流
企
業
を
め

ざ
す
」。
企
業
規
模
の
拡
大
よ
り
も
、
質

の
充
実
を
図
り
、
真
に
優
れ
た
製
品
を
生

み
出
す
集
団
で
あ
る
と
自
負
す
る
。
製
品

が
そ
の
証
左
で
あ
る
と
と
も
に
、
経
済
産

業
省
の
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
中
国

経
済
産
業
局
長
賞
や
、
中
小
企
業
庁
の

「
は
ば
た
く
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

3
0
0
社
」
に
選
定
さ
れ
た
ほ
か
、
経
済
誌

「Forbes JA
PA
N

」
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ

賞
な
ど
、
受
賞
歴
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
刃
か
ら

人
命
を
守
る
窓
を
創
り
出
す

同
社
の
歴
史
は
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
、

田
植
機
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
農
機
用
の
部
品

を
生
産
す
る
西
日
本
ガ
ス
ケ
ッ
ト
株
式
会
社

の
設
立
に
始
ま
る
。
１
９
８
８
（
昭
和
63
）

年
に
Ｐ
Ｃ
樹
脂
の
加
工
工
場
と
し
て
の
稼
働

を
始
め
、
翌
年
に
は
バ
ブ
ル
経
済
で
活
況
を

呈
し
て
い
た
建
機
業
界
に
参
入
し
、
キ
ャ
ビ

ン
用
窓
枠
の
生
産
に
乗
り
出
し
た
。
飛
躍
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
２
０
０
５
（
平

成
17
）
年
に
三
原
工
場
に
整
備
し
た
Ｐ
Ｃ
樹

脂
製
品
の
一
貫
生
産
体
制
だ
。
シ
ル
ク
印
刷
、

熱
プ
レ
ス
成
形
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ト
リ
ミ

ン
グ
加
工
な
ど
、
そ
れ
ま
で
別
々
の
会
社
に

外
注
し
て
い
た
工
程
を
内
製
化
し
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
供
給
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
製

造
業
の
生
産
管
理
で
重
要
な
３
要
素
と
い
わ

れ
る
Ｑ
Ｃ
Ｄ
［Q

uality

（
品
質
）、Cost

（
費

り
組
ん
だ
。

そ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
豆
腐
を
原
料

と
し
な
が
ら
ひ
き
肉
の
よ
う
な
形
状
と
食
感

を
持
つ
「TOFU M

EA
T

」（
以
下
、
ト
ー
フ

ミ
ー
ト
）
だ
。
近
年
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

抑
制
の
観
点
か
ら
、
肉
に
代
わ
る
食
材
と
し

て
「
大
豆
ミ
ー
ト
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

従
来
の
大
豆
ミ
ー
ト
に
は
、
独
特
の
大
豆
臭

を
軽
減
す
る
た
め
の
香
料
や
調
味
料
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

「
ト
ー
フ
ミ
ー
ト
は
、
豆
腐
か
ら
つ
く
る
た
め

大
豆
臭
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
山
口
県

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
、
臭
気
成
分
・

ｎ
-ヘ
キ
サ
ナ
ー
ル
が
既
存
の
大
豆
製
代
替
肉

よ
り
95
％
低
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
」

株式会社トーフミート
山口県宇部市港町２丁目1-35
☎0836-39-7235
https://tofu-meat.com/

大
豆
臭
が
少
な
い
た
め
、
香
料
や
調
味
料

が
不
要
で
、
ス
イ
ー
ツ
の
食
材
と
し
て
の
利
用

も
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
大
豆
ミ
ー
ト
は
湯

戻
し
な
ど
下
処
理
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
が
難
点

だ
っ
た
が
、
ト
ー
フ
ミ
ー
ト
の
開
発
に
あ
た
っ

て
は
、
湯
戻
し
不
要
で
冷
凍
庫
か
ら
出
し
て
そ

の
ま
ま
使
え
る
も
の
を
目
指
し
た
。
冷
凍
に

よ
っ
て
品
質
が
変
化
し
な
い
よ
う
豆
腐
の
水

分
量
を
試
行
錯
誤
し
、
輸
出
に
も
適
し
た
長
期

冷
凍
保
存
が
可
能
な
商
品
を
完
成
さ
せ
た
。

完
成
直
後
の
２
０
１
９（
令
和
元
）年
12
月
、

地
域
に
隠
さ
れ
た
宝
物
を
発
掘
す
る
「
に
っ

ぽ
ん
の
宝
物
」
山
口
県
大
会
に
ト
ー
フ
ミ
ー

ト
を
出
品
し
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
、
翌
月

の
全
国
大
会
で
は
準
グ
ラ
ン
プ
リ
と
な
り
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
な
ど
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
世
界
大
会
へ
の
進

出
を
決
め
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
コ
ロ
ナ
禍
に
入
り
、
身
動
き
が
取
れ
な
く

な
っ
た
。

「
何
か
し
な
く
ち
ゃ
」
と
思
っ
た
村
上
社
長
は
、

畑
を
借
り
て
大
豆
の
栽
培
を
始
め
た
が
、
農
業

初
体
験
で
収
穫
量
も
少
な
く
、
失
敗
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
失
敗
は
し
た
が
悔
い

は
な
く
、
や
は
り
「
面
白
か
っ
た
」
の
だ
と

い
う
。

「
先
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
計
画
よ
り

も
直
感
を
大
事
に
、
発
生
す
る
事
態
に
そ
の

都
度
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
対
処
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

世
界
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

日
常
的
な
食
材
を
目
指
す

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
３
年
遅
れ
の
２
０
２
３

（
令
和
５
）
年
８
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た「
に
っ
ぽ
ん
の
宝
物
」世
界
大
会
で
は
、

ト
ー
フ
ミ
ー
ト
を
使
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
料
理
「
ム

サ
カ
」
な
ど
を
提
案
し
、
業
界
変
革
部
門
で
準

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
。
以
降
、
海
外
か
ら
の

商
談
も
順
調
に
続
き
、
増
産
を
見
込
ん
で
自
社

製
造
か
ら
委
託
製
造
へ
移
行
す
る
計
画
を
進

め
て
い
る
。

「
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
、
ハ
ラ
ル※
１

な
ど
食
へ
の
意
識
は

地
方
よ
り
も
大
都
市
圏
、
さ
ら
に
海
外
の
方
が

高
く
、フ
レ
キ
シ
タ
リ
ア
ン※
２

も
増
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復
活
後
、
ト
ー
フ
ミ
ー
ト
の

需
要
は
増
え
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

さ
ら
に
、
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
に
加
工
し
て

防
災
食
の
ほ
か
、
宇
宙
食
へ
の
展
開
も
考
え
て

い
る
。

世
界
市
場
を
視
野
に
入
れ
る
一
方
で
、
地

元
の
カ
フ
ェ
向
け
に
ト
ー
フ
ミ
ー
ト
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
・
提
供
す
る
な
ど
、
地
域

と
の
連
携
も
怠
ら
な
い
。
将
来
的
に
は
耕
作
放

棄
地
を
利
用
し
た
大
豆
栽
培
に
よ
る
地
域
貢

献
も
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
数
々
の
構
想
の

根
底
に
は
、
現
在
も
「
と
う
ふ
の
学
校
」
を
立

ち
上
げ
て
豆
腐
や
お
か
ら
の
魅
力
を
伝
え
、
食

育
に
尽
力
す
る
兼
氏
社
長
へ
の
敬
愛
の
念
も

あ
る
よ
う
だ
。

「
い
ず
れ
は
ど
の
店
に
も
常
に
陳
列
さ
れ
て
い

る
商
品
に
し
た
い
。
全
国
、
そ
し
て
全
世
界
に

ト
ー
フ
ミ
ー
ト
を
広
め
る
の
が
目
標
で
す
」

村
上
社
長
の
「
面
白
そ
う
」
か
ら
生
ま
れ

る
挑
戦
は
、
食
の
未
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
壮

大
に
続
く
。

w
riter

村
上 

郁
子〈
む
ら
か
み・い
く
こ
〉

山
口
県
生
ま
れ
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
大
学
卒

業
後
、
大
学
研
究
室
勤
務
を
経
て
、
各
種
雑
誌

や
自
治
体
・
企
業
の
広
報
・
情
報
誌
、
記
念
出

版
物
な
ど
の
取
材
・
執
筆
・
編
集
に
携
わ
る
。

株
式
会
社
レ
ニ
ア
ス
《
広
島
県
三
原
市
》

文
／
入
江 

太
日
利　

 

写
真
撮
影
／
大
野 

方
裕

人
命
を
守
る
最
強
の
樹
脂
窓
を
開
発

国
内
外
の
建
機
・
自
動
車
メ
ー
カ
ー
等
で
採
用

82

※1  ハラル…イスラム教で「許されたもの」を指す。禁じられた食べ物に豚肉やアルコールなどがある
※2  フレキシタリアン…植物性食品を中心としながらも時には肉や魚も食べる食生活の人を指す

写真提供／
株式会社トーフミート

5  2023年8月、「にっぽん
の宝物」世界大会 業界変
革部門で準グランプリを
獲得

6  地元宇部市の女子フット
サルチーム「ミネルバ宇
部」がタニタカフェとコ
ラボレーションして運営
するBOSSTY CAFEで
はTOFU MEATを使っ
たメニューが提供されて
いる

7  2022年6月、MUJI新宿
での試食販売イベントで
関東初上陸を果たす

5

6

7

バスの後面窓に使われている同社のPC樹脂製品RENCRAFT®。ガラスと
同じ形状で重量が半分以下、さらに強度等耐久性に優れている
写真提供／株式会社レニアス
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レニアスのポリカーボネート加工の流れ

株式会社レニアス
広島県三原市沼田西町小原200-76
☎0848-86-1137
https://www.renias.co.jp/

業
務
改
善
の
提
案
制
度
や

Ｄ
Ｘ
で
生
産
性
を
向
上

こ
う
し
た
技
術
革
新
を
下
支
え
す
べ
く
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
研
究
開
発
に

も
力
を
注
い
で
い
る
。
分
析
や
試
験
、
試

作
の
た
め
の
設
備
機
器
を
完
備
し
、
大
学

や
研
究
機
関
と
連
携
。
工
学
や
農
学
、
理

学
な
ど
の
博
士
号
を
持
つ
４
人
の
社
員
を

中
心
に
Ｐ
Ｃ
樹
脂
加
工
の
技
術
開
発
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
材
は

企
業
価
値
の
源
泉
と
い
う
考
え
の
下
、
社

内
外
の
研
修
は
も
と
よ
り
、
独
自
の
自
己

啓
発
支
援
や
、
人
事
担
当
者
と
の
目
標
設

定
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
な
ど

を
充
実
さ
せ
て
お
り
、
２
０
２
３
（
令
和

５
）
年
に
、
若
者
が
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
取
り
組
む
中
小
企
業
を
厚
生
労
働

大
臣
が
認
定
す
る
「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定

企
業
」
と
な
っ
た
。

働
き
方
改
革
に
も
余
念
が
な
い
。
社
員
が

業
務
改
善
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
す
る
「
創
意

工
夫
提
案
制
度
」
を
設
け
、
２
０
１
２
（
平

成
24
）
年
ご
ろ
か
ら
業
務
の
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
審
査
を
経
て
実
行
に
至
っ

た
提
案
に
は
報
奨
金
も
支
給
さ
れ
る
。
提

案
数
は
、
多
い
年
に
は
４
０
０
件
を
超
え
、

総
務
企
画
部
人
事
課
長
の
畑
本
亮
二
さ
ん

は
「
生
産
性
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
」
と
胸
を
張
る
。

さ
ら
に
、
煩
雑
な
工
程
計
画
の
自
動
化

シ
ス
テ
ム
や
、
生
産
管
理
全
体
を
最
適
化

す
る
需
要
予
測
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
も
加
速

さ
せ
て
い
る
。
週
休
３
日
制
の
導
入
と
社

員
の
平
均
年
収
１
０
０
０
万
円
以
上
の
実

用
）、Delivery

（
納
期
）］
を
高
め
、
業
績

を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
順
調
に
成
長
軌
道
を
描
い
て

い
た
が
、２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
売
り
上
げ
が
減
少
し
た
。

当
時
は
海
外
へ
の
生
産
移
管
や
現
地
調
達

な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
「
安

さ
」
を
競
う
ビ
ジ
ネ
ス
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
加
え
て
、
当
時
は
国

内
の
建
機
分
野
が
売
り
上
げ
の
９
割
以
上

を
占
め
て
お
り
、
販
路
の
一
極
集
中
と
い

う
リ
ス
ク
の
ほ
か
、
シ
ェ
ア
９
割
で
国
内

市
場
が
飽
和
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

新
た
な
市
場
の
開
拓
に
向
け
、
海
外
へ
の

挑
戦
を
決
断
し
た
。

し
か
し
、
海
外
挑
戦
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
不
足
な
ど
か
ら
苦
戦
が
続
い
た
。
そ

ん
な
折
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
森
林
伐
採
の

作
業
中
に
、
折
れ
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
刃

が
運
転
席
の
窓
を
貫
通
し
て
操
縦
者
が
死

亡
し
た
と
い
う
報
道
に
接
す
る
。
調
べ
て

み
る
と
、
同
様
の
死
亡
事
故
が
多
発
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

切
れ
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
刃
は
、
音
速

の
２
倍
も
の
ス
ピ
ー
ド
で
飛
ぶ
こ
と
が
あ

り
、
当
時
の
同
社
の
製
品
で
は
防
ぎ
き
れ

な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
「
人
命
を
守
る
最

強
の
樹
脂
窓
を
つ
く
る
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
掲
げ
て
、
よ
り
強
靭
な
製
品
を
開
発

す
る
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

立
ち
は
だ
か
っ
た
の
は
、
厚
み
と
透
明

度
と
高
強
度
を
確
保
し
な
が
ら
、
サ
イ
ズ

の
大
き
な
Ｐ
Ｃ
樹
脂
窓
を
製
造
す
る
と
い

う
三
重
苦
と
も
い
え
る
難
題
だ
。
さ
ら
に

当
時
、
建
機
樹
脂
窓
の
海
外
市
場
は
世
界

的
な
石
油
化
学
会
社
の
独
占
状
態
だ
っ
た
。

参
入
し
て
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
に
は
、
革

新
的
な
製
品
が
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
。

そ
こ
で
同
社
は
、
当
時
の
年
間
売
り
上

げ
の
約
２
倍
に
当
た
る
50
億
円
を
投
じ
、

世
界
最
大
の
射
出
成
形
機
の
開
発
に
踏

み
切
っ
た
。
３
年
半
の
歳
月
を
費
や
し
、

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
高
さ
５
ｍ
、

全
長
30
ｍ
、
型か
た

締じ
め

力り
ょ
く

４※
１

０
０
０
ト
ン
の
射
出

成
形
機
２
機
が
完
成
。
併
せ
て
、
表
面
を

傷
や
汚
れ
か
ら
守
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術

の
結
晶
で
あ
る
超
大
型
ス
ー
パ
ー
ハ
ー
ド

コ
ー
ト
設
備
も
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

２
０
０
０
mm
×
１
５
０
０
mm
サ
イ
ズ
で
、
厚

さ
10
mm
超
の
大
型
窓
が
生
産
で
き
る
上
、

重
量
が
強
化
ガ
ラ
ス
の
半
分
で
、
耐
摩
耗

性
や
耐
候
性
に
優
れ
、
透
視
ひ
ず
み
の
ほ

と
ん
ど
な
い
Ｐ
Ｃ
樹
脂
窓
が
誕
生
し
た
。

そ
れ
が
、
最
高
品
質
の
「R

レ
ン
ク
ラ
フ
ト

ENCRA
FT

®️

」

だ
。
発
売
後
、
建
機
や
農
機
の
世
界
的
メ
ー

カ
ー
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
各
国
で
高
く

評
価
さ
れ
、
同
社
の
海
外
売
り
上
げ
を
全

体
の
30
％
に
ま
で
押
し
上
げ
て
い
る
。

現
を
目
指
し
て
お
り
、「
生
産
性
の
さ
ら
な

る
向
上
に
加
え
、
働
き
が
い
を
高
め
、
従

業
員
の
満
足
度
の
向
上
に
も
つ
な
げ
た
い
」

と
畑
本
さ
ん
た
ち
は
意
欲
を
み
せ
る
。

売
り
上
げ
の
急
伸
と

脱
炭
素
実
現
へ
の
挑
戦

今
後
は
、
加
工
技
術
を
深
化
さ
せ
て
業

務
を
拡
大
し
、
２
０
２
２
年
度
に
71
億
円

だ
っ
た
売
り
上
げ
は
、
創
立
50
周
年
を
前

に
２
０
２
５
年
度
に
は
１
０
０
億
円
と
な

る
見
込
み
だ
。
併
せ
て
、
脱
炭
素
へ
の
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
。
小
山
工
場
は
す

で
に
使
用
電
力
の
全
て
を
C
O
2
フ
リ
ー

電
気※
２

で
賄
っ
て
い
る
。
２
０
０
９
（
平
成

21
）
年
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
一
部

取
り
入
れ
た
三
原
工
場
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
比
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指

し
て
２
０
２
４
年
に
シ
ス
テ
ム
を
拡
充
す

る
。
生
産
効
率
の
向
上
に
も
取
り
組
み
、

C
O
2
排
出
量
を
２
０
３
５
年
ま
で
に

２
０
２
２
年
比
で
46
％
削
減
す
る
目
標
を

掲
げ
る
。

同
社
は
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
、
地

域
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
中
心
的
な

役
割
を
担
う
、
経
済
産
業
省
の
「
地
域
未
来

牽
引
企
業
」
に
認
定
さ
れ
た
。
本
社
の
あ
る

三
原
市
は
高
齢
化
率
、
人
口
減
少
率
共
に

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
都
市
機
能

の
減
退
が
危
惧
さ
れ
る
。
同
社
で
は
、
将

来
の
担
い
手
と
な
る
地
元
の
小
学
生
を
毎

年
招
い
て
工
場
見
学
を
実
施
。
子
ど
も
た

ち
は
世
界
最
大
級
の
設
備
で
製
品
が
出
来

上
が
っ
て
い
く
様
子
を
、
胸
を
躍
ら
せ
な

が
ら
見
る
と
い
う
。
畑
本
さ
ん
は
、「
地
域

に
レ
ニ
ア
ス
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

企
業
が
あ
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、

地
元
に
根
付
か
せ
た
い
」
と
先
を
見
据
え

る
。
さ
ら
に
、
技
術
開
発
や
市
場
拡
大
だ

け
で
な
く
、
脱
炭
素
や
Ｅ
Ｓ
（
従
業
員
満

足
度
）
向
上
な
ど
に
も
果
敢
に
挑
み
、「
地

域
貢
献
に
つ
な
げ
て
い
く
」
と
前
を
向
く
。

企
業
や
社
員
の
成
長
と
幸
福
を
追
求
す
る

同
社
の
よ
り
一
層
の
発
展
が
、
地
域
活
性

化
の
起
爆
剤
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。

w
riter

入
江 

太
日
利〈
い
り
え・た
か
と
し
〉

１
９
７
０
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、

業
界
新
聞
、
経
済
誌
な
ど
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
に
。
取
材
記
事
を
幅
広
く
執
筆
す
る
と
と

も
に
、
写
真
撮
影
な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
。

※2  CO2フリー電気…発電時にCO2を排出しない電気のこと

赤外線カット体感器。ヒーターを挟ん
で左側はガラス、右側は赤外線を遮る
同社のPC板。手をかざすと、普通のガ
ラスの方が5～10度熱く感じる

高い水密性能を必要とするバスや建機
などに使われている同社のアルミサッ
シ製品＊

粒状の樹脂原料＊

1  工学、農学などの博士号を持つ社員も多く在籍する研
究開発部門。他企業や大学との連携により、先駆的な
製品を生み出してきた

2  工場での新入社員研修。若者が働きやすい職場づくり
に取り組む「ユースエール認定企業」に認定されている

3  総務企画部人事課長の畑本亮二さん
写真提供／ 1・2 株式会社レニアス

1

2

3

射出圧縮成形
射出成形機の容器
の 中 に、 粒 状 の
ポリカーボネート

（PC）素材を入れ、
シリンダーで熱し
て柔らかくなった
PC 材を金型の中
に注入し、冷却固
化して製品を形成
する。

シルク印刷
スクリーンメッシュの版の上にインクを載せ、穴からインク
を押し出して印刷する

熱プレス成形
PC板を炉で加熱軟化させ、凸凹の型でプレスする

コーティング
傷がつきやすい PC 材に、独自に開発した
コーティングを施すことで、表面が硬く
なり耐久性が飛躍的に向上する

トリミング
不要な部分をカットし目的の形状に整える

スーパーハードコート
特殊な光を照射し、強化ガラスに匹敵する
性能の超硬質膜を表面に生成する。赤外線
を大幅にカットする性能も付加される

ポリカーボネート板
（ハードコート付き）

搬送ロボット

光源ユニット
真空紫外光源

不活性ガス雰囲気

＊写真提供／株式会社レニアス

＊＊

電気自動車のフロントクォーター窓に
使われている同社の製品。欧州の自動
車用安全ガラスの製品認証「Eマーク」
をはじめ、各国の安全ガラス認証を取
得している＊

※1  型締力…金型を高圧で締めつける力
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コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た

ア
イ
デ
ア
と
コ
ン
セ
プ
ト

岡
山
県
倉
敷
市
の
中
心
部
、
倉
敷
美
観

地
区
か
ら
程
近
い
笹
沖
地
域
の
一
角
に
三
好

千
尋
さ
ん
が
運
営
す
る
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
は
あ

る
。
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
三
好
さ
ん
は
コ

ノ
ヒ
ト
カ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

フ
ー
ド
ロ
ス
問
題
や
貧
困
問
題
解
決
の
た
め

に
日
々
奮
闘
し
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年

４
月
、
コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受
け
た
飲
食
店

16
店
舗
に
声
を
か
け
て
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
前
の

駐
車
場
で
行
っ
た
弁
当
販
売
だ
っ
た
。
そ
の

と
き
売
れ
残
っ
た
弁
当
を
見
て
、
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
食
材
や
余
っ
た
料
理
が
廃
棄
さ
れ
る

フ
ー
ド
ロ
ス
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

翌
月
、
早
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
。
当

初
、
三
好
さ
ん
は
食
品
ロ
ス
を
原
料
と
し
た

「
岡
山
県
の
缶
詰
」
を
つ
く
り
、
防
災
に
役

立
て
よ
う
と
考
え
た
。

ホ
テ
ル
や
飲
食
業
界
に
持
ち
掛
け
、

２
０
０
件
以
上
連
絡
を
取
り
続
け
る
う
ち

に
、
よ
う
や
く
提
案
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る

人
た
ち
に
出
会
え
た
。
岡
山
県
飲
食
業
活
性

化
団
体
で
あ
る
六
式
会
会
長
の
藤
田
弘ひ

ろ

記き

さ

ん
と
、
結
婚
式
場
「TH

E M
AGRIT

T
E

」

料
理
長
の
佐
藤
竜
吾
さ
ん
で
あ
る
。

三
好
さ
ん
は
最
初
、
６
種
類
の
缶
詰
を

開
発
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
コ

ン
セ
プ
ト
が
曖
昧
で
売
り
方
も
分
か
ら
ず
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
度
、
解
散
の
危
機
に

陥
っ
た
。
三
好
さ
ん
は
「
も
う
諦
め
た
い
、

や
め
て
逃
げ
た
い
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
そ

ん
な
と
き
に
救
っ
て
く
れ
た
の
は
、
共
に
開

発
を
進
め
た
藤
田
さ
ん
の
言
葉
だ
っ
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
お
客
さ
ま

に
料
理
を
提
供
で
き
な
い
苦
し
い
状
況
の

中
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
は
『
光
』

が
差
し
た
よ
う
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。
今
度

は
自
分
た
ち
が
助
け
る
か
ら
、
み
ん
な
で
最

後
ま
で
や
ろ
う
」

三
好
さ
ん
は
こ
の
言
葉
で
「
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
こ
そ
困
っ
て
い
る
人
た
ち
み
ん
な
が
元

気
に
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
し
た
い
」
と
考

え
、
缶
詰
の
活
用
方
法
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
一

か
ら
練
り
直
し
た
。
所
得
が
減
少
す
る
な
ど

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
貧
困
家

庭
の
深
刻
さ
、
自
粛
や
登
校
規
制
で
地
域
か

ら
孤
立
し
「
心
の
貧
困
」
を
抱
え
る
子
ど
も

た
ち
が
多
く
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
こ

の
缶
詰
で
「
フ
ー
ド
ロ
ス
」
と
「
貧
困
」
と

い
う
、
二
つ
の
問
題
を
解
決
で
き
な
い
か
と

考
え
た
。
そ
う
し
て
、
困
っ
て
い
る
人
た
ち

へ
向
け
、
協
力
し
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
想
い
の
詰
ま
っ
た
「
世
界
一
あ
っ
た

か
い
缶
詰
」
を
届
け
た
い
、
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
が
定
ま
っ
た
。「
コ
ノ
ヒ
ト
カ
ン
」
と

い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、「
こ
の
ひ
と
缶
」「
こ

の
人
感
」「
こ
の
日
と
缶
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
解
釈
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
込
め

ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
想
い
を
表
現
し
た
。

子
ど
も
の
食
べ
る
姿
を
想
像
し
て

食
材
加
工
を
工
夫

「
コ
ノ
ヒ
ト
カ
ン
」
に
は
「
サ
カ
ナ
カ
ン
」「
ニ

ク
カ
ン
」
の
２
種
類
が
あ
り
、
共
に
食
材
は
、

ホ
テ
ル
や
市
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を

回
っ
て
調
達
し
た
。
調
理
済
み
の
余
っ
た
も

の
で
は
な
く
、
未
加
工
で
ま
だ
食
べ
ら
れ
る

の
に
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
食
材
が
対
象
だ
。

こ
の
食
材
で
シ
ェ
フ
た
ち
は
た
だ
お
い
し

い
缶
詰
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
「
子
ど
も
た

ち
は
ど
ん
な
シ
ー
ン
で
食
べ
、
食
べ
た
と
き

に
ど
ん
な
顔
を
す
る
の
か
」
と
考
え
な
が
ら

開
発
し
た
と
い
う
。
例
え
ば
サ
カ
ナ
カ
ン
の

場
合
は
、
子
ど
も
の
喜
ぶ
味
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
魚
嫌
い
な
子
ど
も
が
食
べ
る
姿
を
具

体
的
に
想
像
し
て
食
べ
や
す
く
工
夫
し
た
。

カ
レ
ー
粉
を
ま
ぶ
し
一
度
素
揚
げ
す
る
こ
と

で
魚
の
臭
み
を
抑
え
て
最
大
限
に
う
ま
味
を

引
き
出
し
、
缶
詰
の
製
造
工
程
で
あ
る
加
熱

加
圧
殺
菌
に
よ
っ
て
骨
ま
で
軟
ら
か
く
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な

カ
ル
シ
ウ
ム
も
多
く
摂
取
で
き
る
。

缶
詰
１
缶
の
量
は
約
１
６
０
ｇ
で
、
炊
き

上
が
っ
た
ご
飯
２
合
に
混
ぜ
合
わ
せ
て
食
べ

る
と
３
～
４
人
分
の
食
事
と
な
り
、
分
け
合

え
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。「
１
人
で
食
べ
る
よ

り
み
ん
な
で
食
べ
る
と
、
さ
ら
に
お
い
し
く

感
じ
ま
す
よ
ね
」
と
三
好
さ
ん
。

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
応
用
で
き
、

社
会
問
題
と
向
き
合
う

「
コ
ノ
ヒ
ト
カ
ン
」で

心
豊
か
な
未
来
を
目
指
す

食
品
ロ
ス
を
利
用
し
た
缶
詰
「
コ
ノ
ヒ
ト
カ
ン
」
を
地
元
企
業
な
ど
の
支
援
で
つ
く
り
、

こ
ど
も
食
堂
や
児
童
養
護
施
設
へ
届
け
る
活
動
を
行
う
三
好
千
尋
さ
ん
。

た
く
さ
ん
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
「
世
界
一
あ
っ
た
か
い
缶
詰
」
で
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
び
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人
コ
ノ
ヒ
ト
カ
ン　

代
表
理
事  

三
好 

千
尋  

《
岡
山
県
倉
敷
市
》
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三好 千尋
〈みよし・ちひろ〉

長野県上田市出身。東京の企業に就
職後、結婚を機に岡山へ移住。育児
に追われながらも人とつながるべく、
夢であったネイルサロンを開業。フー
ドロス問題、貧困問題解決のために
2020年にコノヒトカンプロジェク
トを立ち上げ、2022年に一般社団
法人コノヒトカンを設立。3 児の母。

サカナカンをプロデュースした六式会会長の藤田弘
記さん（手前左側）と試食会を行う三好さん（右側）

ニクカンのできるまで

調理段階で不要となるスジや脂などの
食材を回収

火にかけ、余分な脂分を落とし牛肉のうま味
を凝縮。写真はニクカンをプロデュースした
THE MAGRITTE料理長の佐藤竜吾さん

トマトピューレでじっくり
煮込んで完成

2合のご飯と混ぜ
れば簡単ミート
ライスができる

写真提供／一般社団法人コノヒトカン

ニクカン、サカナカンを使っ
た料理の一例

完成
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例
え
ば
ス
プ
ー
ン
１
杯
の
ニ
ク
カ
ン
を
容

器
に
移
し
て
お
湯
を
注
ぐ
だ
け
で
ミ
ネ
ス

ト
ロ
ー
ネ
が
完
成
す
る
。
肉
感
も
し
っ
か
り

あ
っ
て
肉
の
脂
と
ト
マ
ト
味
が
口
の
中
に
広

が
り
、
体
が
と
て
も
温
ま
る
と
い
う
。

三
好
さ
ん
は
企
業
か
ら
の
支
援
を
募
っ
て

つ
く
っ
た
コ
ノ
ヒ
ト
カ
ン
を
年
に
２
回
、
こ

ど
も
の
日
と
ク
リ
ス
マ
ス
に
児
童
養
護
施
設

や
こ
ど
も
食
堂
へ
無
償
配
布
し
て
い
る
。
こ

の
日
を
選
ん
だ
理
由
は
、
親
が
忙
し
い
家
庭

で
は
記
念
日
を
祝
う
こ
と
が
少
な
く
な
る
か

ら
だ
。
こ
ど
も
の
日
と
ク
リ
ス
マ
ス
は
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な
日
と
考
え
、「
世

界
一
あ
っ
た
か
い
コ
ノ
ヒ
ト
カ
ン
が
届
い
た

日
を
思
い
出
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

地
域
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

夢
や
目
標
を
全
力
で
応
援

三
好
さ
ん
の
活
動
は
、
無
償
配
布
だ
け
で

は
終
わ
ら
ず
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
の
学
校
で
S
D
Gs
の
授

業
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
高
校
生
社
会
課
題

解
決
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
「
１
０
０
０
缶

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
子
ど
も
た
ち
に

「
自
分
た
ち
に
も
誰
か
の
た
め
に
何
か
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
、
行
動
を
起

こ
し
て
ほ
し
い
と
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）

年
に
始
め
た
大
会
で
、
上
位
チ
ー
ム
は
受
賞

後
、
発
表
し
た
ア
イ
デ
ア
を
自
分
た
ち
の
手

で
実
行
に
移
す
と
い
う
も
の
だ
。
２
０
２
３

（
令
和
５
）
年
の
第
２
回
大
会
で
は
、
参
加
し

た
県
内
12
校
・
55
チ
ー
ム
の
高
校
生
ら
が
、

コ
ノ
ヒ
ト
カ
ン
を
使
っ
て
社
会
課
題
を
解
決

す
る
企
画
を
発
表
し
た
。

第
２
回
大
会
で
三
好
さ
ん
の
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
倉
敷
市
内
の
夜
間
高
校
の
生
徒
た

ち
に
よ
る
「
コ
ノ
ヒ
ト
カ
ン
を
不
登
校
支
援

に
使
い
た
い
」
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
だ
。
現
在

不
登
校
と
な
っ
て
い
る
生
徒
２
名
を
含
む
ク

ラ
ス
全
員
で
、
自
分
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
支
援
を
考
え
て
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
つ
く

り
、
コ
ン
テ
ス
ト
当
日
に
は
そ
の
２
人
も
参

加
し
て
堂
々
と
発
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
。
そ
し
て
見
事
入
賞
し
、
そ
の
後
、

発
表
し
た
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
「
缶
詰
と
不
要

品
の
交
換
」
や
「
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
と

生
徒
が
対
面
し
て
会
話
を
交
わ
す
」
こ
と
を

実
現
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
２
０
２
２

年
に
は
「
第
６
回
中
国
地
域
女
性
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
」
で
優
秀

賞
を
、「
岡
山
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
２
」
で
サ
ン
マ
ル
ク
賞
を
受
賞
し
た
。

コ
ノ
ヒ
ト
カ
ン
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

三
好
さ
ん
は
「
継
続
こ
そ
が
大
切
で
、
き
ち

ん
と
ビ
ジ
ネ
ス
化
さ
せ
た
い
」
と
話
す
。
ビ

ジ
ネ
ス
化
は
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
構
築
し
コ
ノ
ヒ
ト

カ
ン
に
関
わ
る
人
た
ち
の
仕
事
を
創
り
出

し
、
雇
用
を
生
む
た
め
だ
。

「
缶
詰
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
展
開
を
計
画
し

て
い
ま
す
が
、
缶
詰
だ
け
に
特
化
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
世
の
中
の
状
況
を
み
な
が
ら
ど

う
や
っ
て
役
立
て
る
か
を
考
え
て
い
き
た

い
」
と
柔
軟
な
姿
勢
を
持
ち
な
が
ら
、「
一

緒
に
こ
の
人
と
働
き
た
い
、
こ
の
会
社
と
関

わ
っ
て
い
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
会
社
を

つ
く
り
た
い
」
と
将
来
に
向
け
た
構
想
を
抱

い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
着
想
し
た
ア
イ
デ
ア
の
缶
詰

「
コ
ノ
ヒ
ト
カ
ン
」
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が

関
わ
り
合
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
発
展
し
、

地
域
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
三
好
さ
ん
は
世
の
中
と
周
り

の
人
を
幸
せ
に
す
べ
く
、
温
か
い
人
の
輪
を

こ
れ
か
ら
も
広
げ
て
い
く
。

《
広
島
県
竹
原
市
》

魚 

飯

　

瀬
戸
内
海
に
面
す
る
広
島
県
竹
原
市
は
、
中

世
は
大
名
・
小
早
川
家
の
港
町
と
し
て
、
江
戸

時
代
に
は
そ
の
地
理
的
特
性
を
生
か
し
製
塩
業

で
栄
え
た
。
ま
た
、
近
代
は
上
質
な
酒
造
り
を

目
指
し
「
灘
以
西
・
第
一
の
酒
郷
」
と
も
呼
ば

れ
酒
造
業
も
発
展
し
た
ま
ち
で
あ
る
。

　

竹
鶴
酒
造
は
、
そ
の
栄
華
を
し
の
ば
せ
る

「
た
け
は
ら
町
並
み
保
存
地
区
」
の
一
角
で
古

く
か
ら
「
小
笹
屋
」
と
し
て
製
塩
業
を
営
み
、

１
７
３
３
（
享
保
18
）
年
か
ら
は
酒
造
業
も
手

掛
け
て
き
た
。ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
創
業
者・

竹
鶴
政
孝
氏
の
生
家
と
し
て
も
有
名
だ
。

「
重
視
し
た
の
は
、
こ
の
地
な
ら
で
は
の
食
を

お
い
し
く
す
る
た
め
の
酒
造
り
で
す
」
と
14

代
目
社
長
の
竹
鶴
敏
夫
さ
ん
。
干
満
差
が
大

き
い
竹
原
近
海
で
育
つ
魚
介
類
は
身
が
締
ま

り
味
わ
い
深
い
。
そ
の
味
を
最
大
限
に
引
き

出
す
酒
造
り
に
挑
ん
で
き
た
。
酒
蔵
の
地
下

か
ら
湧
き
出
る
水
に
は
海
水
が
含
ま
れ
、
そ

の
成
分
は
日
本
酒
の
う
ま
味
を
引
き
出
す
。

ま
さ
に
風
土
に
根
差
し
た
酒
造
り
と
い
え
よ

う
。
そ
し
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
日
本
酒

の
伝
統
と
も
い
う
べ
き
「
生
酛
造
り
」
と
「
純

米
酒
」
だ
。
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
、
自

然
の
微
生
物
の
働
き
を
活
用
し
て
乳
酸
菌
を

育
て
る
江
戸
時
代
の
製
法
、
生
酛
造
り
を
広

島
県
で
初
め
て
復
活
さ
せ
た
。
今
な
お
昔
な

が
ら
の
木
桶
仕
込
み
と
い
う
徹
底
ぶ
り
だ
。

ま
た
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
は
醸
造

ア
ル
コ
ー
ル
無
添
加
で
米
か
ら
の
う
ま
味
を

生
か
す
純
米
酒
に
全
量
を
統
一
し
た
。
こ
れ

も
県
内
初
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
自
然
の
力
に
委
ね
た
酒
造
り
は
高
度
な
技
術

と
衛
生
管
理
な
ど
の
労
力
が
必
要
で
す
が
、

重
層
的
で
豊
か
な
味
幅
の
あ
る
酒
が
で
き
ま

す
」
と
竹
鶴
社
長
は
話
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
魚
飯
は
「
酒
を
通
し
て
竹
原

を
伝
え
た
い
」
と
い
う
社
長
の
思
い
が
感
じ
ら

れ
る
逸
品
だ
。
魚
飯
は
塩
田
主
が
ハ
レ
の
日
に

振
る
舞
っ
た
料
理
で
、
家
々
で
継
承
さ
れ
て
き

た
。
製
塩
業
の
衰
退
に
よ
り
今
で
は
竹
鶴
家
に

の
み
伝
わ
る
幻
の
郷
土
料
理
だ
が
、
竹
鶴
酒
造

の
程
近
く
に
あ
る
「N

IPPO
N
IA

 HOT
EL 

竹
原 

製
塩
町
」
で
は
、
２
０
２
１（
令
和
３
）

年
よ
り
そ
の
レ
シ
ピ
を
再
現
し
て
提
供
し
て
い

る
。
コ
チ
や
ア
ナ
ゴ
な
ど
地
元
の
海
の
幸
や
錦

糸
卵
を
の
せ
た
魚
飯
に
、
熱
々
の
出
汁
を
か
け

て
い
た
だ
く
。
下
ご
し
ら
え
に
時
間
が
か
か
り
、

お
も
て
な
し
の
心
が
込
め
ら
れ
た
料
理
だ
。
そ

の
食
を
竹
原
の
恵
み
豊
か
な
「
小
笹
屋
竹
鶴　

生
酛 

純
米
原
酒
」
と
共
に
味
わ
う
。
あ
っ
さ
り

と
し
な
が
ら
も
濃
厚
な
出
汁
の
コ
ク
と
焼
き
魚

の
香
ば
し
さ
が
口
の
中
に
広
が
り
、
酒
の
奥
行

き
あ
る
濃
醇
な
う
ま
味
と
香
り
が
交
わ
る
。
竹

原
の
風
土
と
塩
文
化
、
そ
し
て
歴
史
が
醸
す
深

い
味
わ
い
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
た
い
。

文／川西 由香理　　写真撮影／木下 省吾
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竹
鶴

小
笹
屋

生　

 

純
米
原
酒

竹鶴酒造株式会社
広島県竹原市本町3丁目10-29
☎0846-22-2021
https://www.taketsuru-shuzou.co.jp/

料理協力：NIPPONIA HOTEL 竹原 製塩町
広島県竹原市本町1丁目4-16

き
　　
も
と

お
　
　
ざ
さ
　
　
や

ぎ
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は
ん

w
riter

岡
本 

康
史 

〈
お
か
も
と・や
す
し
〉

岡
山
県
生
ま
れ
。
ラ
イ
タ
ー
／
編
集
者
。
一
般
社
団
法
人

は
れ
と
こ
に
て
副
代
表
理
事
を
務
め
、
運
営
す
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
We
b
メ
デ
ィ
ア
「
倉
敷
と
こ
と
こ
」「
備

後
と
こ
と
こ
」
の
編
集
長
も
兼
務
。
年
に
一
度
ラ
イ
タ
ー

塾
を
開
催
し「
市
民
ラ
イ
タ
ー
」を
育
て
る
活
動
も
行
う
。

一般社団法人コノヒトカン
岡山県倉敷市笹沖1240-3
https://www.konohitokan.
com/

写真提供／一般社団法人コノヒトカン

1

2

4 5

3

1  裏側に支援企業からのメッセージが入ったコノヒトカン
2  クリスマスに無償配布支援を行った「水島こども食堂ミソラ♪」
3  SDGs授業の一環としてコノヒトカンを教材に子どもたちへフードロス問題などを伝える

三好さん
4  5  2023年7月に開催された高校生社会課題解決アイデアコンテスト「第２回コノヒトカン

1000缶プロジェクト」の参加者たち
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徳
川
家
康
に
端
を
発
す
る
伝
統
芸
能

鎮
守
の
森
に
幟の
ぼ
り

旗ば
た

が
上
が
り
、
村
々
か
ら
鐘

と
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
の
音
に
合

わ
せ
て
金
色
の
獅し

子し

頭か
し
ら

に
赤
い
蚊か

や帳
を
ま
と
っ

た
獅
子
が
舞
う
。
鳥
取
県
東
部
を
象
徴
す
る
春

の
風
景
で
あ
る
。

こ
の
地
域
で
獅
子
舞
と
い
え
ば
「
麒
麟
獅
子

舞
」
の
こ
と
を
指
す
。
因
幡
（
鳥
取
県
東
部
）

と
但
馬
（
兵
庫
県
北
西
部
）
に
江
戸
時
代
か
ら

伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
だ
。

麒
麟
獅
子
舞
は
、
全
国
的
に
み
ら
れ
る
神

楽
獅
子
舞
と
は
い
く
つ
か
の
点
で
異
な
る
。
ま

ず
、
そ
の
名
の
通
り
獅
子
頭
は
中
国
に
伝
わ
る

霊
獣
「
麒
麟
」
を
か
た
ど
る
。
麒
麟
は
紀
元
前

か
ら
中
国
に
伝
わ
る
霊
獣
で
、
体
は
鹿
に
似

て
、
頭
に
一
本
の
角
が
あ
り
、
体
毛
は
五
色
に

輝
き
、
平
和
と
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る
。

天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
た
徳
川
家
康
と
重
ね
合

わ
せ
、
曽ひ

孫ま
ご

に
あ
た
る
鳥
取
藩
初
代
藩
主
・
池

田
光
仲
が
家
康
の
分
霊
を
祀
っ
て
因
幡
東
照

宮
（
現
・
鳥
取
東
照
宮
）
を
創
建
し
た
２
年
後
、

１
６
５
０
（
慶
安
３
）
年
の
神
幸
行
列
に
麒
麟

獅
子
が
初
め
て
登
場
し
た
と
さ
れ
る
。

次
に
、
舞
と
囃
子
は
、
に
ぎ
や
か
で
テ
ン
ポ

の
速
い
神
楽
獅
子
を
「
動
の
獅
子
」
と
す
る
な

ら
、
能
を
思
わ
せ
る
幽
玄
な
調
べ
の
中
ゆ
っ
た

り
と
舞
う
麒
麟
獅
子
は
「
静
の
獅
子
」
で
あ
り
、

対
照
的
だ
。
さ
ら
に
先
導
役
が
、
や
は
り
中
国

に
伝
わ
る
架
空
の
動
物
「
猩し
ょ
う

々じ
ょ
う

」
で
あ
る
点
も

異
な
る
。
こ
う
し
た
地
域
固
有
の
特
色
が
評
価

さ
れ
、
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
、
県
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。

因
幡
地
域
の
２
０
０
以
上
の
神
社
に
伝
播

家
康
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
い
わ
ば
殿
様

の
も
の
だ
っ
た
麒
麟
獅
子
舞
が
、
正
徳
年
間

（
１
７
１
１
～
１
７
１
６
年
）
に
因
幡
東
照
宮
か

ら
因
幡
地
域
の
い
く
つ
か
の
神
社
に
伝
わ
り
、

町
民
に
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治

時
代
に
は
さ
ら
に
増
え
、
昭
和
の
中
頃
に
は
、

２
０
０
以
上
の
神
社
が
受
け
継
い
だ
と
さ
れ
る
。

現
在
獅
子
が
残
り
、
か
つ
活
動
が
続
く
の
は

１
４
０
社
ほ
ど
。
そ
の
中
で
も
、
最
も
早
く
受

け
継
い
だ
の
が
因
幡
国
一
の
宮
で
あ
る
宇
倍
神

社
で
、「
全
く
そ
の
ま
ま
の
形
式
で
受
け
継
い

で
い
る
」
と
い
う
郷
土
史
家
・
故
松
本
儀
範
氏

の
説
も
あ
る
。
ま
た
、
鳥
取
東
照
宮
の
獅
子
舞

が
１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
ご
ろ
を
最
後
に
途

絶
え
た
た
め
、
現
存
す
る
、
最
も
オ
リ
ジ
ナ
ル

に
近
い
「
権
現
流※

麒
麟
獅
子
舞
」
と
い
え
る
。

口
伝
に
よ
り
３
０
０
年
受
け
継
が
れ
る

宇
倍
神
社
の
麒
麟
獅
子
舞
は
、
３
０
０
年
以

上
の
間
、
口
伝
に
よ
り
氏
子
集
落
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
。
県
の
文
化
財
指
定
を
き
っ
か
け
に

団
体
化
し
、
現
在
の
会
長
は
山
本
晃
宏
さ
ん
が

務
め
る
。

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
春
に
な
る
と
村
じ
ゅ
う
に

太
鼓
が
鳴
り
響
い
て
、
獅
子
が
来
た
ら
隠
れ
て

い
た
。
ま
さ
か
自
分
が
そ
れ
を
す
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
」
と
笑
う
。

山
本
会
長
は
高
校
生
の
時
に
獅
子
頭
を
担
当

す
る
「
頭
役
」
を
務
め
、
麒
麟
獅
子
舞
に
携
わ
っ

て
か
れ
こ
れ
30
年
に
な
る
。
祖
父
、
父
も
獅
子

を
担
当
し
、
幼
い
頃
か
ら
そ
の
姿
を
見
て
育
っ

た
。
し
か
し
、「
前
の
世
代
が
し
て
い
た
こ
と

を
当
た
り
前
の
流
れ
で
、
た
だ
真
似
し
た
だ
け
」

と
、
気
負
い
は
な
い
。

そ
し
て
、
次
の
世
代
へ

現
在
、
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
８
人
。
舞
は

1  因幡に国府が置かれた時代に最も崇敬された一の宮
である宇倍神社の例大祭（毎年4月21日）の朝、祈禱
とともに麒麟獅子舞が奉納される

2  3  4  例大祭前後の土日に行われる御幸祭では、迫力
ある石段担ぎで宮出しされた神輿を先頭に武者行列
などと共に約300軒の氏子宅前を門舞いしながら巡
り、御旅所（マルイ国府店敷地）において麒麟獅子舞
が奉納される

5  店舗内などで道すがら子どもの頭にかみつく麒麟獅
子。頭をかまれた子どもは健康に育つといわれる

6  頭役を務める高校生に指導する保存会メンバー
7  東照宮祭礼絵巻（1766年）に登場する麒麟獅子　　
（鳥取市歴史博物館所蔵）

写真提供／宇倍神社麒麟獅子舞保存会

因
幡
の
麒
麟
獅
子
舞

中
国
に
伝
わ
る
霊
獣
「
麒
麟
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
因
幡
・
但
馬
地
域
の
「
麒
麟
獅
子
舞
」。

徳
川
家
康
を
祀
る
因
幡
東
照
宮
の
神
幸
行
列
に
始
ま
る
伝
統
芸
能
が
３
０
０
年
を
超
え
て
今
に
伝
わ
る
。

（
鳥
取
市
）

10

例大祭前日（毎年4月20日）の宵宮における奉納舞

1

3 2

67

4

文／角田 治

宇倍神社麒麟獅子舞保存会
［住所］鳥取市国府町宮下
［代表者］山本 晃宏

※ 権現流…鳥取東照宮から伝わった正統な舞と囃子がこのように呼ばれる。ゆったりと威厳のある舞と囃子が特徴

参考文献／
野津龍著『獅子の文化と因幡の麒麟獅子
舞』（宇倍神社社務所刊）
原島知子著『因幡の麒麟獅子舞（鳥取県史
ブックレット22）』（鳥取県刊、2021年）

宇倍神社麒麟獅子舞保存会と高校生6人
（後列右端が山本会長）

「
頭
役
」
と
、
尾
を
担
当
す
る
「
後
役
」
に
「
猩
々
」

を
加
え
た
３
人
の
舞
い
手
と
、
こ
れ
に
「
太
鼓
」

「
鐘
」「
笛
」
の
３
人
の
囃
子
方
の
合
計
６
人
で
執

り
行
う
。
こ
れ
を
春
の
例
祭
の
ほ
か
、
伝
統
芸
能

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
な
ど
で
年
２
回
ほ
ど
披
露
す

る
が
、
人
数
は
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
だ
。
10
年
前
に

は
５
人
に
ま
で
減
る
断
絶
の
危
機
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
に

氏
子
を
中
心
と
し
た
有
志
に
よ
る
存
続
会
議
が
立

ち
上
が
り
、
そ
の
動
き
が
地
域
へ
と
波
及
し
た
。

翌
年
、
氏
子
集
落
の
ス
ー
パ
ー
の
協
力
で
そ
の
敷

地
が
大
祭
の
御お

旅た
び
所し
ょ
（
中
継
地
点
）
と
な
り
、
さ

ら
に
手
を
挙
げ
た
高
校
生
３
人
が
そ
こ
で
舞
を
披

露
。
そ
し
て
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に
は
、

舞
い
手
と
囃
子
方
の
６
人
全
員
が
高
校
生
と
な

り
、
す
で
に
来
年
の
参
加
希
望
者
も
い
る
。

山
本
会
長
の
息
子
さ
ん
も
、
５
年
後
に
は
高

校
生
に
な
る
。

「
も
し
息
子
も
獅
子
を
や
っ
て
く
れ
た
ら
、
私

が
知
っ
て
い
る
限
り
で
祖
父
か
ら
４
代
続
く
こ

と
に
な
る
」

若
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
次
の
世
代
へ
の

バ
ト
ン
が
受
け
継
が
れ
つ
つ
あ
る
。

5

写真提供／ 1・3・6 宇倍神社麒麟獅子舞保存会
2・5 角田 治
4 宇倍神社

写真提供／宇倍神社麒麟獅子舞保存会 24
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た
た
ら
製
鉄
の
文
化
が

色
濃
く
残
る
奥
出
雲
町

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、「
た
た
ら
」

と
呼
ば
れ
る
古
来
の
製
鉄
法
に
よ
り
、
最
盛

期
に
は
日
本
の
鉄
の
８
割
を
生
産
し
て
い
た

山
陰
地
域
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
島
根
県
安

来
市
・
雲
南
市
・
奥
出
雲
町
で
は
、
鉄
の
文

化
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
「
鉄
の
道
文
化
圏
」

を
構
成
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
施
設
と
し

て
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
に
開
館
し
た
の

が
、「
奥
出
雲
た
た
ら
と
刀
剣
館
」
だ
。

本
館
に
入
る
と
、
奥
出
雲
町
に
残
る
た

た
ら
関
連
史
跡
の
紹
介
が
あ
り
、
当
時
の
道

具
や
製
鉄
工
場
で
あ
る
「
高た
か

殿ど
の

」
の
模
型
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
先
に
、
長
さ
２
ｍ

ほ
ど
の
黒
い
塊
が
目
に
入
る
。「
鉧け
ら

」
と
呼

ば
れ
る
、
砂
鉄
と
木
炭
か
ら
な
る
鉄
の
塊
だ
。

こ
の
地
域
に
伝
わ
る
た
た
ら
製
鉄
で
は
、

土
で
で
き
た
炉
の
中
に
木
炭
を
燃
や
し
て
砂

鉄
を
振
り
入
れ
、
３
昼
夜
か
け
て
鉧
を
つ
く

る
「
鉧
押
し
法
」
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
３

日
後
、
炉
を
崩
し
て
炉
底
に
現
れ
た
鉧
を
取

り
出
し
、
こ
れ
を
粉
砕
し
て
刃
物
の
原
料
と

な
る
「
玉た
ま

鋼は
が
ね

」
を
採
取
し
た
。

「
こ
の
辺
り
は
、
山
林
が
多
く
水
も
豊
富
で
、

砂
鉄
が
採
れ
る
土
質
だ
っ
た
の
で
、
た
た
ら

製
鉄
が
盛
ん
に
操
業
さ
れ
ま
し
た
。
土
に
含

ま
れ
る
砂
鉄
の
量
は
、
多
く
て
０・
３
％
ほ

ど
。
必
要
と
す
る
砂
鉄
の
３
０
０
倍
以
上
の

山
を
切
り
崩
し
、
鉄か
ん

穴な

流
し※

と
い
う
方
法
で

砂
鉄
を
採
取
し
て
い
ま
し
た
」
と
奥
出
雲
町

定
住
産
業
課
の
佐
伯
行
信
さ
ん
は
説
明
す

る
。山

林
は
輪
伐
す
る
区
画
を
30
カ
所
ほ
ど
決

め
て
お
き
、
一
度
切
っ
た
区
画
で
は
、
ま
た

30
年
か
け
て
木
を
育
て
る
。
切
り
崩
し
た
山

の
斜
面
は
そ
ば
畑
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
運
搬

を
担
っ
た
牛
の
ふ
ん
を
肥
料
に
し
た
土
壌
改

良
に
よ
り
棚
田
へ
と
再
生
し
た
。
こ
う
し
た

奥
出
雲
の
景
観
や
循
環
型
農
業
が
後
年
評
価

さ
れ
、
現
在
は
国
の
重
要
文
化
的
景
観
や
日

本
農
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

迫
力
あ
る
原
寸
大
の

た
た
ら
炉
地
下
構
造

施
設
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
が
、
日
本
で
唯

一
の
、
原
寸
大
の
た
た
ら
炉
地
下
構
造
模
型

だ
。
た
た
ら
炉
の
下
に
は
、
水
蒸
気
爆
発
を

防
ぐ
た
め
に
、
炭
の
層
を
い
く
つ
も
積
み
重

ね
た
炉
床
を
乾
燥
さ
せ
る
地
下
構
造
が
設
け

中釣り
木呂
鉄木呂

粘土

上釡
中釡
元釡

木炭

荒砂
砂利

排水用の松丸太

天
秤
鞴

天
秤
鞴

小
舟

小
舟

本
床

文／城市 奈那

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
巨
大
で
複
雑
な
構
造
の

断
面
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
隣
に
は
、
た
た
ら
炉
の
両
側
に
設
置

し
て
風
を
送
る
「
吹ふ
い

子ご

」
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ

る
。「
地
団
駄
を
踏
む
」「
か
わ
り
ば
ん
こ
」

の
語
源
に
な
っ
た
踏
吹
子
や
天
秤
鞴ふ
い
ご

な
ど
、

よ
り
多
く
の
風
を
送
れ
る
よ
う
に
進
化
し
た

吹
子
の
変
遷
を
知
る
と
と
も
に
、
実
際
に
体

験
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

気
軽
に
訪
れ
た
人
も

楽
し
め
る
日
本
刀
鍛
錬
実
演

本
館
を
出
て
通
路
を
歩
く
と
、
日
本
刀
の

鍛
錬
場
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
２
日
曜
日

と
第
４
土
曜
日
の
月
２
回
、
刀
匠
の
小
林
俊

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ご
当
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２

（
島
根
県
奥
出
雲
町
）

原
寸
大
模
型
や
実
演
で

た
た
ら
製
鉄
や
刀
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
感

奥出雲町定住産業課 
佐伯行信さん（左）
2022年より同館を担当。町内
の小学校では毎年、土で炉をつ
くり鞴で風を送って鉧をつくる
たたら体験学習も行っている。

刀匠 
小林俊司さん（右）
20代は警察官として働き、
父の跡を継ぐべく32歳で
刀匠の世界に。現役の刀匠
は全国で180人ほどといわ
れており、その貴重な一人。

館内では、日本で唯一たたら製鉄を続ける奥出雲町の「日刀保たたら」操業の様子を紹介。中央には、たたら炉の地下構造模型（原寸大）
も展示されている

日本刀鍛錬実演。玉鋼を1200℃の高温で熱する

司
さ
ん
に
よ
る
日
本
刀
鍛
錬
の
実
演
が
行
わ

れ
て
い
る
。

鍛
錬
と
は
、
鉄
を
熱
し
て
叩
き
、
折
り
畳

む
作
業
を
10
～
15
回
繰
り
返
す
こ
と
で
多
数

の
層
を
つ
く
り
、
鋼
の
炭
素
量
を
調
整
し
て

作
刀
に
適
し
た
素
材
へ
と
変
え
て
い
く
工
程

を
指
す
。

実
演
中
は
、
燃
え
さ
か
る
炎
の
中
で
熱
し

た
鋼
を
カ
ン
カ
ン
カ
ン
！
と
叩
く
音
が
室
内

に
繰
り
返
し
鳴
り
響
き
、
来
館
者
は
鍛
錬
を

行
う
刀
匠
へ
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
く
。

「
叩
く
と
き
に
パ
ラ
パ
ラ
と
表
面
か
ら
落
ち

る
粉
は
な
ん
で
す
か
？
」「
刀
と
銃
弾
は
ど

ち
ら
が
強
い
で
す
か
？
」
と
い
っ
た
質
問
に
、

小
林
さ
ん
は
冗
談
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
答
え
、
実
際
に
玉
鋼
や
日
本
刀
に
触
れ

る
機
会
も
設
け
て
い
る
。

「
小
林
家
は
も
と
も
と
奥
出
雲
で
、
た
た
ら

で
得
ら
れ
る
銑ず
く

鉄て
つ

を
軟
鉄
に
加
工
す
る
大お
お

鍛か

冶じ

を
し
て
い
て
、
祖
父
の
代
か
ら
刀
匠
を
始

め
、
私
は
３
代
目
に
な
り
ま
す
。
た
た
ら
の

専
門
的
な
情
報
は
多
く
の
本
に
書
か
れ
て
い

る
の
で
、
こ
こ
で
は
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
た

人
が
見
て
も
楽
し
め
る
よ
う
に
面
白
お
か
し

く
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
小
林
さ

ん
。
軽
妙
な
ト
ー
ク
を
聞
い
て
、
実
際
に
日

本
刀
を
注
文
す
る
人
も
い
る
そ
う
だ
。

ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
で
一

つ
星
を
獲
得
し
た
同
館
に
は
、
ア
メ
リ
カ

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
訪
れ
る
人
も
多
い
。

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
登
録
さ
れ
た
日

本
遺
産
「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
～
鉄
づ
く

り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～
」
の
ガ
イ
ド
セ
ン

タ
ー
に
も
な
っ
て
い
る
同
館
で
は
、
多
言
語

対
応
な
ど
も
進
め
な
が
ら
、
観
光
客
が
こ
こ

を
拠
点
に
、
た
た
ら
製
鉄
ゆ
か
り
の
施
設
や

遺
跡
を
巡
る
動
き
を
生
み
出
し
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
。

奥出雲たたらと刀剣館
島根県仁多郡奥出雲町横田1380-1
☎0854-52-2770

中庭にあるヤマタノオロチのモニュメ
ントは、1985年のつくば科学万博で
展示後に移設されたものである

実物の日本刀を片手に説明する小林刀匠

たたら製鉄でしかつくることの
できない日本刀の材料「玉鋼」

炉の地下構造の断面
炉の直下にある本床は炭が何層にも重なり、
炉床を乾燥・保温する機能を持つ。小舟は本
床の両側に設置されたトンネル状の空間で、
地下構造を築く際は中に薪を詰めて周囲を
乾燥させ、その後調湿を行うシーソーのような構造で交互に踏ん

で風を送る天秤鞴

現在も操業している同町の日刀保たたら（旧靖国たたら）の
地下構造を再現

※ 鉄穴流し…砂鉄を含む岩石や土を水路に流し、比重の違いを生かして分離させながら砂鉄を採取する方法

叩いて延ばしながら
何度も折り返して鍛錬する

奥
出
雲
た
た
ら
と
刀
剣
館
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地図制作：磯部 祥行　

瀬
戸
内
海
に
面
す
る
山
口
県
中
南
部
の
防

府
市
に
あ
る
標
高
４
２
６
ｍ
の
右
田
ヶ
岳
は
、

佐さ

波ば

川
の
水
運
と
幕
末
の
志
士
が
往
来
し
た
歴

史
街
道
・
萩
往
還※

を
押
さ
え
た
要
衝
に
位
置
す

る
。
江
戸
時
代
初
期
ま
で
は
右
田
氏
が
築
城
し

た
山
城
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、勝か

っ

坂さ
か
登
山
口
に
は
、

幕
末
の
砲
台
跡
と
し
て
石
垣
が
残
る
。

源
頼
朝
が
創
建
し
た
と
伝
わ
る
天
徳
寺
を

起
点
と
し
た
ル
ー
ト
か
ら
登
る
と
、
程
な
く
観

音
堂
が
姿
を
現
す
。
こ
こ
か
ら
石せ

き

船せ
ん
山ざ
ん
山
頂
ま

で
の
岩
々
に
は
三
十
三
体
の
観
音
様
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
麓
に
走
る
新
幹
線
の
音
が
響
く
中
、

次
々
と
現
れ
る
磨ま

崖が
い

仏ぶ
つ

を
見
な
が
ら
岩
山
を

進
む
と
、
最
初
の
ピ
ー
ク
に
到
達
す
る
。

石
船
山
を
越
え
た
先
は
両
手
両
足
を
使
い

な
が
ら
の
険
し
い
岩
稜
の
急
登
が
続
き
、
分
岐

を
右
へ
進
む
と
右
田
ヶ
岳
山
頂
だ
。
日
章
旗
の

先
に
防
府
平
野
が
広
が
る
。
広
場
の
木
に
吊
さ

20

山
を
あ
る
く

《
山
口
県
》

右
田
ヶ
岳

み
ぎ　
　
　
　

 

た　
　
　
　
　

 

が　
　
　
　
　

だ
け

アントキノ岩アントキノ岩

山陽自動車道山陽自動車道

勝坂砲台跡勝坂砲台跡

大岩大岩

石船山石船山

三十三観音
点在エリア
三十三観音
点在エリア

観音堂観音堂

天徳寺天徳寺

右田小学校右田小学校
海宝寺跡海宝寺跡

休憩所（展望所）休憩所（展望所）

権現石祠権現石祠

展望所展望所

山陽新幹線
山陽新幹線

萩往還萩往還

清水川
清水川

佐波川佐波川

391391

N

右田ヶ岳右田ヶ岳
426426

194194

西ノ峰
（城跡）
西ノ峰
（城跡）

東ノ峰東ノ峰

天
徳
寺
コ
ー
ス

天
徳
寺
コ
ー
ス

塚
原
コ
ー
ス

塚
原
コ
ー
ス 塔之岡コース

塔之岡コース

勝坂コー
ス

勝坂コー
ス262

山口県山口県
防府市防府市

1  石船山を越えて右田ヶ岳
の山頂を目指す

2  道中、麓の山陽新幹線や、
高速道路を走る車が見える

3  天徳寺コースの磨崖仏、
三十三観音は大正時代に
10年かけて刻まれた

4  2011年公開の映画『ア
ントキノイノチ』のロケ
地となりその名が付いた

「アントキノ岩」

2

1

3

4

れ
た
鐘
を
鳴
ら
す
と
澄
ん
だ
音
色
が
響
く
。

帰
り
は
勝
坂
コ
ー
ス
か
ら
城
跡
で
あ
る
西
ノ

峰
を
通
っ
て
、
切
り
立
っ
た
「
ア
ン
ト
キ
ノ
岩
」

の
脇
か
ら
ロ
ー
プ
を
つ
た
っ
て
慎
重
に
下
り
る
。

奇
岩
や
巨
岩
の
道
を
ひ
た
す
ら
下
れ
ば
砲
台
跡

に
到
着
だ
。
そ
こ
か
ら
、
萩
往
還
を
通
っ
て
ス

タ
ー
ト
地
点
の
天
徳
寺
へ
戻
る
こ
と
も
で
き
る
。

山頂には日章旗が掲げられ、眼下に防府平野と瀬戸内海が広がる

※ 萩往還…萩市と防府市を結ぶ全長約53kmの街道。江戸時代に参勤交代のために整備された
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